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様
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
常と

こ

夏な
つ

」
の
巻

で
は
、
光
源
氏
が
、
息
子
の
夕
霧
が
友
だ
ち
と

「
水す
い

飯は
ん

」（
冷
水
を
か
け
た
ご
飯
）
を
か
き
込
ん

で
い
る
様
を
見
な
が
ら
、
傍
ら
で
酒
を
楽
し
む

場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
宮
廷
で
は
、
氷
を
使
っ
た
デ

ザ
ー
ト
を
食
べ
た
り
、
ま
た
ご
飯
を
冷
や
し
て

が
町
田
房
蔵
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。明

治
維
新
が
な
り
、
日
本
が
外
国
文
化
を
吸

収
し
始
め
る
と
、
文
明
開
化
の
波
は
一
気
に
押

し
寄
せ
る
。

明
治
8
年
（

）
に
は
、
横
浜
の

外
国
人
か
ら
教
え
を
受
け
た
村
上
光
保
が
、
東

京
麹
町
に
開
業
し
た
洋
菓
子
店
「
開
新
堂
」
で

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販
売
す
る
。
横
浜
で
町
田

房
蔵
が
開
業
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
本
格
的
に

日
本
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製
造
販
売
し
た
最

初
の
店
で
あ
る
。

明
治
17
年
（

）
に
は
、
鹿
鳴
館

の
西
洋
舞
踏
会
に
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
供
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
京
橋
の
「
風
月
堂
」
が
明
治
21
年

（

）、
銀
座
で
は
「
函
館
屋
」
が
明

治
28
年
（

）、「
富
士
屋
」
が
明
治

32
年
（

）、「
資
生
堂
」
が
明
治
35

年
（

）
と
、
今
も
そ
の
名
を
残
す

洋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作

り
、
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
い
る
。

庶
民
に
は
高
嶺
の
花
と
い
う
べ
き
食
べ
物

だ
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
、
明
治
44
年

（

）
に
は
帝
劇
の
売
店
で
も
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
の
時
代
に
か
け
て
市

民
に
も
広
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

る
と
「
削
っ
た
氷
に
甘あ
ま

葛づ
ら

（
蔓
草
の
一
種
で
汁

が
甘
い
）
の
シ
ロ
ッ
プ
を
入
れ
て
、
新
し
い
金

属
の
器
に
入
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
、
平

安
貴
族
が
か
き
氷
で
涼
を
と
っ
て
い
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。

「
あ
ま
づ
ら
入
れ
て
」
と
あ
る
の
で
、
清
少
納

言
が
食
べ
た
の
は
、
今
の
か
き
氷
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

清
少
納
言
と
並
ぶ
平
安
時
代
の
女
流
作
家
、

紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
の
「
蜻か
げ

蛉ろ
う

」
の
巻
に

は
、
夏
の
夕
暮
れ
時
に
薄
衣
を
ま
と
っ
た
宮
中

の
女
性
た
ち
が
、
氷
室
か
ら
取
り
出
し
た
氷
を

紙
に
包
み
、
胸
や
額
に
あ
て
が
っ
て
涼
を
と
る

食
べ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

時
代
は
戻
っ
て
、
日
本
人
で
最
初
に
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
作
っ
た
の
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

明
治
2
年
（

）
に
町
田
房
蔵
な
る

人
物
が
、
横
浜
馬
車
道
通
り
の
常
盤
町
5
丁
目

に
、「
あ
い
す
く
り
ん
」
を
販
売
す
る
店
を
開

業
し
て
い
る
。
当
時
の
値
段
は
金
2
分
（
50

銭
）、
女
工
の
月
給
の
半
分
ほ
ど
で
、
た
い
へ

ん
高
価
な
も
の
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
最
初
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
製
造
販
売
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
人
の
リ
ズ

レ
ー
で
、
慶
応
元
年
（

）
に
、
横

浜
外
国
人
居
留
地

番
地
（
現
・
横
浜
市

中
区
山
下
町

番
地
）
で
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
・
サ
ロ
ン
を
開
業
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
日
本
人
相
手
で
は
な
く
、
居
留
し
て
い

る
外
国
人
を
相
手
に
し
た
商
売
で
あ
っ
た
。

町
田
房
蔵
が
開
業
し
た
店
は
、
日
本
人
に
は

珍
奇
に
見
え
た
の
か
、
最
初
の
年
は
た
ま
に
外

国
人
が
立
ち
寄
る
程
度
だ
っ
た
よ
う
で
、
大
損

を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
横
浜
沿
革
史
』
に

よ
る
と
、
翌
年
に
行
わ
れ
た
神
社
の
お
祭
り
に

再
度
出
店
し
て
「
お
お
い
に
儲
け
た
」
と
あ
る
。

で
は
、
町
田
房
蔵
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
方
法
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う

か
。

横浜馬車道の浮世絵。「あいすくりん」ののぼりを立てたお店も描かれている

じ
つ
は
こ
れ
に
は
諸
説
が
あ
る
。

町
田
房
蔵
は
勝
海
舟
に
私
淑
を
し
て
い
て
、

咸
臨
丸
で
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
い
た
と

い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
文
献
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
密
航
者
の

1
人
で
、
開
国
後
に
日
本
に
戻
っ
て
き
た
出
島

松
造
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
法
を
学
ん
で

き
て
お
り
、
彼
が
町
田
房
蔵
に
教
え
た
と
い
う

説
で
あ
る
。

町
田
房
蔵
が
横
浜
で
「
あ
い
す
く
り
ん
」
を

販
売
し
て
か
ら
4
年
後
の
明
治
6
年

（

）
に
、
明
治
天
皇
が
青
山
の
北
海

道
開
拓
使
第
一
官
園
に
行
幸
さ
れ
た
時
に
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
召
し
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の

と
き
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
っ
た
の
が
出
島
松

造
だ
っ
た
。

出
島
松
造
が
帰
国
し
た
の
が
明
治
元
年

（

）
の
こ
と
。
帰
国
後
ま
も
な
く
横

浜
で
「
あ
る
人
」
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
法

を
教
え
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の「
あ
る
人
」

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

分
に
想
像
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
の

「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
は
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
、
そ
し
て
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
食
感

の
、
美
味
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は

年
に
、
家
庭
で

も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
れ
る
「
手
回
し
式
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
フ
リ
ー
ザ
ー
」
が
発
明
さ
れ
て

い
る
。

年
に
は
ボ
ル
チ
モ
ア
の
牛

乳
屋
ヤ
コ
ブ
・
フ
ッ
セ
ル
が
、
余
っ
た
生
ク

リ
ー
ム
の
処
理
に
困
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製

造
販
売
を
始
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
産
業
化
が
始
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は

徐
々
に
市
民
に
広
が
り
始
め
た
が
、
ま
だ
贅
沢

品
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

日
本
人
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
出
逢
っ
た
の

は
幕
末
だ
が
、
氷
菓
は
と
い
う
と
日
本
書
紀
に

ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
が
在
位

62
年
（

）
の
年
に
、
異
母
兄
の
額ぬ
か

田た
の

大お
お

中な
か
つ

彦ひ
こ
の

皇み

子こ

が
狩
猟
に
訪
れ
た
都つ

祁げ

（
現
・
奈

良
県
天
理
市
）
と
い
う
と
こ
ろ
で
野
の
中
に
あ

る
庵
を
見
つ
け
、
そ
の
地
の
豪
族
、
闘つ
け

鶏の

稲い
な

置き

大お
お

山や
ま

主ぬ
し

に
尋
ね
る
と
、「
冬
に
切
り
出
し
た
氷

を
地
中
に
貯
蔵
す
る
氷
室
で
、
夏
に
水
酒
に
浸

し
て
用
い
る
」
と
答
え
た
。
皇
子
が
早
速
氷
を

宮
中
に
持
ち
帰
り
献
上
す
る
と
、
天
皇
は
大
層

喜
ば
れ
て
こ
れ
を
召
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』（
平
安

時
代
中
期
：

年
前
後
）
の
「
あ
て

な
る
も
の
」（
上
品
な
も
の
、
良
い
も
の
）
の

段
に
、「
削け
ず

り
氷ひ

に
あ
ま
づ
ら
入
れ
て
、
新
し

き
金か
な

鋺ま
り

に
入
れ
た
る
」
と
あ
る
。
現
代
語
訳
す

日
本
人
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
初
め
て
食
べ

た
の
は
、
幕
末
の
こ
と
で
あ
る
。
万
延
元
年

（

）
に
咸
臨
丸
と
一
緒
に
ポ
ウ
ハ
タ

ン
号
で
渡
米
し
た
徳
川
幕
府
の
遣
米
使
節
団

が
、
米
政
府
出
迎
え
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
号

船
上
の
歓
迎
会
で
饗
応
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
遣
米
使
節
団
の
正
使
、
新
見
豊
前

守
に
従
者
と
し
て
随
行
し
た
柳
川
當
清
に
よ
る

日
誌
『
航
海
日
記
』（
柳
川
日
記
）
か
ら
、
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
日
記
に
は
、「
珍
し
き

も
の
あ
り
。
氷
を
色
々
に
染
め
、
物
の
形
を
作

り
、
是
を
出
す
。
味
は
至
っ
て
甘
く
、
口
中
に

入
る
る
に
忽
ち
溶
け
て
、
誠
に
美
味
な
り
。
之

を
ア
イ
ス
ク
リ
ン
と
い
ふ
」
と
書
き
残
さ
れ
て

い
る
。

『
航
海
日
記
』
に
は
「
氷
を
色
々
に
染
め
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

使
節
団
の
う
ち
柳
川
だ
け
で
な
く
、
新
見
豊

前
守
や
、
咸
臨
丸
で
一
緒
に
渡
米
し
た
勝
海

舟
、
福
沢
諭
吉
も
食
べ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充

勝
海
舟
も
食
べ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ン

『
枕
草
子
』
に
あ
る
か
き
氷

町
田
房
蔵
と
出
島
松
造

資生堂パーラー。今も銀座で営業。窓にアイスクリーム
の文字

ア
イ
ス
ク
リ
ン
と
の
出
逢
い
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み
、
そ
こ
で

「
白
牛
酪
」
と

い
う
乳
製
品
を

作
っ
た
。
当
時

は
、
強
壮
剤
や

解
熱
用
の
薬
と

し
て
使
っ
て
い

た
と
い
う
。 

嶺
岡
が
「
日

本
酪
農
発
祥
の

地
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
史
実

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
牛
乳

は
、
あ
く
ま
で
も
将
軍
家
へ
の
献
上
品
で
あ

り
、
当
時
の
一
般
の
日
本
人
が
飲
む
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

明
治
維
新
の
後
、
新
政
府
は
日
本
人
と
外
国

人
と
の
体
格
差
が
大
き
い
こ
と
を
憂
慮
し
て
、

そ
の
栄
養
素
か
ら
牛
乳
の
摂
取
が
日
本
人
の
健

康
の
た
め
に
は
必
須
で
あ
る
と
、
牛
乳
の
製
造

販
売
を
推
奨
し
た
。
同
時
に
、
乳
製
品
の
製
造

も
始
ま
っ
た
。

造
販
売
し
て
い
る
。

花
島
が
煉
乳
製
造
に
お
い
て
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
、
技
術
革
新
で
あ
る
。
当
時
は
平
鍋
式

と
い
っ
た
製
法
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
品
質
が

良
く
生
産
効
率
の
高
い
「
真
空
釜
」
に
よ
る
製

造
技
術
を
開
発
し
た
の
で
あ
る
。

花
島
は
そ
の
後
も
、
煉
乳
原
料
用
と
し
て
の

砂
糖
の
消
費
税
免
税
運
動
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
の
牛
を
輸
入
す
る
な
ど
、
乳
製

品
製
造
の
礎
を
築
い
て
い
る
。

日
本
の
乳
業
史
を
紐
解
く
と
、
飲
用
牛
乳
の

余
乳
処
理
対
策
は
、
煉
乳
の
製
造
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
海
外
で
は
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
の
製
造

か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
煉
乳
へ
と
進
ん
で
い

く
の
で
あ
る
。

乳
製
品
を
食
す
る
と
い
う
文
化
が
育
っ
て
い

な
か
っ
た
日
本
で
は
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
な
ど

の
乳
製
品
の
需
要
は
き
わ
め
て
低
く
、
製
菓
用

の
原
料
と
し
て
の
需
要
が
大
き
か
っ
た
こ
と

が
、
煉
乳
の
製
造
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
理
由

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
時
代
に
あ
っ
て
、
煉
乳
製
造
の
2
大
産

地
と
い
わ
れ
た
の
は
「
嶺
岡
牧
」
の
あ
っ
た
千

葉
県
の
安
房
と
静
岡
県
の
三
島
で
あ
っ
た
。

三
島
が
煉
乳
の
生
産
地
と
な
っ
た
経
緯
は
、

幕
末
に
遡
る
。
安
政
3
年
（

）
に

下
田
に
米
国
総
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
。
初
代

総
領
事
の
ハ
リ
ス
は
牛
乳
を
飲
む
こ
と
を
習
慣

と
し
て
い
た
た
め
、
下
田
郊
外
の
農
家
が
、
牛

乳
を
絞
っ
て
差
し
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明

治
に
入
っ
て
か
ら
政
府
の
奨
励
も
あ
り
、
伊
豆

地
方
で
牧
場
が
開
設
さ
れ
、
乳
牛
飼
育
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
三
島
の
煉
乳
製
造
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
安
房
と
三
島
の
2
ヵ
所
の
煉
乳

生
産
地
が
、
今
の
明
治
と
森
永
乳
業
へ
と
続
く

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
北
海
道
は
ま
だ
開
拓

地
で
あ
り
、
本
格
的
に
乳
業
が
興
る
の
は
明
治

の
後
期
で
あ
る
。

安
房
地
域
に
お
け
る
煉
乳
製
造
業
の
始
ま
り

は
、
明
治
26
年
（

）
に
創
業
し
た
安

房
煉
乳
所
で
あ
る
。
そ
の
後
、
多
く
の
煉
乳
製

造
業
が
乱
立
し
興
亡
を
繰
り
返
し
た
。
明
治
・

大
正
期
に
は
、「
○
○
煉
乳
所
」
と
名
を
冠
し
た

小
資
本
経
営
に
よ
る
約
40
の
煉
乳
製
造
業
が
創

業
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
小
企
業
の
中
か
ら

い
く
つ
か
が
合
併
し
、
大
正
5
年
（

）

に
は
房
総
煉
乳
が
設
立
さ
れ
、
現
在
の
明
治

（
旧
・
明
治
製
菓
・
明
治
乳
業
）
の
源
流
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
安
房
に
あ
っ
た
日
本
煉
乳
は
、
現
在

の
森
永
乳
業
の
源
流
で
あ
り
、
安
房
地
域
は
、

日
本
の
二
大
製
乳
・
製
菓
企
業
「
明
治
グ
ル
ー

プ
」「
森
永
グ
ル
ー
プ
」
の
起
業
地
で
あ
り
、

日
本
の
乳
製
品
産
業
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

明
治
の
も
う
一
つ
の
源
流
に
、
三
島
に
あ
っ

た
極
東
煉
乳
が
あ
る
。

極
東
煉
乳
は
三
島
に
あ
っ
た
花
島
煉
乳
所

と
、
北
海
道
に
あ
っ
た
札
幌
煉
乳
所
が
合
併
し

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
設
立
し
た
の
は
花
島

兵
右
衛
門
で
あ
る
。
花
島
は
、
明
治
時
代
の
煉

乳
製
造
を
牽
引
し
た
人
物
で
あ
る
。

花
島
は
、
明
治
18
年
（

）
頃
か
ら

当
地
で
搾
乳
販
売
を
始
め
、
そ
の
後
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
、
玉た
ま

利り

喜き

造ぞ
う

の
指
導
を
受
け
、
明

治
25
年
（

）
に
本
格
的
に
煉
乳
を
製

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
牛
乳
や
乳
製
品
を
主

原
料
と
し
て
作
ら
れ
る
食
品
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
工
業
的
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
生
産
は
、

乳
製
品
の
生
産
が
確
立
さ
れ
た
後
に
始
ま
る
。

食
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
飛
鳥
時
代
に
当
時

の
高
麗
（
今
の
韓
国
）
か
ら
の
帰
化
人
が
、
牛

乳
を
搾
っ
て
天
皇
に
献
上
し
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。「
醍
醐
味
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
残

さ
れ
て
い
る
「
醍
醐
」
は
仏
教
用
語
の
一
つ
だ

が
、
牛
乳
を
精
製
し
た
中
で
最
も
お
い
し
い
味

と
さ
れ
、
濃
厚
な
味
わ
い
と
ほ
の
か
な
甘
味
を

持
っ
た
バ
タ
ー
あ
る
い
は
チ
ー
ズ
や
、
濃
厚
な

乳
飲
料
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
乳
製
品
が
日
本
の
食
文

化
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
乳
製

品
が
再
び
登
場
す
る
の
は
江
戸
時
代
の
8
代
将

軍
吉
宗
の
時
代
で
あ
る
。
安
房
国
（
現
在
の
千

葉
県
の
南
房
総
）
に
馬
を
放
牧
す
る
牧
場
「
嶺

岡
牧
」
を
保
有
し
て
い
た
幕
府
が
、
享
保
13
年

（

）
に
イ
ン
ド
産
の
白
牛
を
持
ち
込

日
本
酪
農
発
祥
の
地
「
嶺み
ね

岡お
か

牧ま
き

」

安
房
と
三
島
に
遡
れ
る
乳
業
界

花
島
兵
右
衛
門
の
功
績

当
時
、
各
地
で
煉
乳
の
製
造
が
試
み
ら
れ
た

が
、
乳
糖
結
晶
に
悩
ま
さ
れ
て
成
功
す
る
と
こ

ろ
は
多
く
な
か
っ
た
。
こ
の
解
決
に
取
り
組
ん

だ
の
が
、
当
時
の
札
幌
農
学
校
（
現
・
北
海
道

大
学
）教
授
の
橋
本
左
五
郎
で
あ
る
。
橋
本
は
、

日
本
の
酪
農
、
畜
産
、
乳
業
を
学
問
の
分
野
、

さ
ら
に
実
業
に
お
い
て
、
そ
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
人
物
で
あ
る
。

橋
本
は
、
科
学
的
研
究
で
乳
糖
結
晶
を
解
決

し
、
そ
の
研
究
成
果
を
『
科
学
世
界
』（
明
治

40
年
5
月
刊
）
に
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
煉
乳

の
品
質
改
良
、
製
造
の
企
業
化
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
。

明
治
40
年
（

）、
橋
本
は
東
北
帝

国
大
学
農
科
大
学
と
名
称
を
変
え
た
札
幌
農
学

校
に
、
畜
産
学
科
を
設
置
。
大
学
に
畜
産
学
が

設
け
ら
れ
た
の
は
、
同
大
学
が
初
め
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

橋
本
門
下
に
は
、
宮
脇
冨
と
米
山
豊
が
い

た
。
両
名
は
札
幌
農
学
校
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ

カ
に
留
学
し
て
乳
製
品
の
最
新
の
製
造
技
術
を

学
び
、
帰
国
後
は
宮
脇
が
母
校
の
札
幌
農
学
校

に
、
米
山
は
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
鹿
児
島
高

等
農
林
学
校
（
現
・
鹿
児
島
大
学
）
に
赴
任
し

て
教
壇
に
立
つ
。
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
高
等
農

林
学
校
の
校
長
は
、
花
島
が
教
え
を
請
う
た
玉

利
喜
造
で
あ
る
。

宮
脇
の
教
室
か
ら
育
っ
た
の
が
、
沖
本
佐

一
、
佐
藤
貢
で
あ
る
。
沖
本
は
、
宮
脇
と
同
様

に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
る
。
帰
国
後
に
極

東
煉
乳
に
入
社
し
、
大
正
10
年
（

）

に
主
任
と
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
販
売

を
行
っ
た
。
ま
た
大
正
12
年（

）に
、

当
時
ア
メ
リ
カ
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
製
造
に
関
す
る
教
科
書
を
紹
介
す
る
形

で
製
造
入
門
書
『
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
』
を
執
筆

し
、
同
書
は
関
係
者
の
間
で
広
く
読
ま
れ
た
。

佐
藤
貢
は
、
戦
後
に
雪
印
乳
業
が
設
立
さ
れ

る
と
初
代
社
長
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
佐

藤
も
札
幌
農
学
校
を
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
で
乳

業
に
つ
い
て
学
び
、
帰
国
後
は
、
父
・
佐
藤
善

七
と
共
に
自
助
園
牧
場
を
営
ん
だ
。
大
正
12
年

（

）
に
佐
藤
貢
に
よ
り
、
自
助
園
牧

場
で
製
造
さ
れ
た「
自
助
園
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

は
、
雪
印
乳
業
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
源
流
と

言
え
よ
う
。

鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
の
米
山
教
室
か
ら

育
っ
た
の
が
、
国
生
義
夫
で
あ
る
。
国
生
は
、

ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
に
東
京
菓
子（
現
・

明
治
）
に
入
社
、
昭
和
30
年
（

）

に
は
明
治
乳
業
社
長
に
就
任
、
以
後
会
長
を
務

め
た
人
物
で
あ
る
。

明
治
・
大
正
期
に
乳
業
界
に
貢
献
し
た
諸
先

輩
は
数
多
く
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
先
達
は
そ
の

一
部
で
あ
る
。
互
い
に
同
じ
学
舎
で
学
び
、
教

え
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
て
日
本
乳
業
界
を
牽
引

し
て
い
っ
た
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

橋
本
左
五
郎
か
ら
続
く
畜
産
学
の
系
譜

札
幌
と
鹿
児
島
が
結
ぶ
乳
業
の
学
舎

2

日
本
の
乳
業
の
曙
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
先
駆
者
た
ち

〔 アイスクリーム産業の先駆者たち 〕
札幌農学校から始まる技術者の系譜

花島周一

◆ 練乳キンシミルク
 製造元
◆ 元極東煉乳取締役
◆ 初代三島市長

大正7年
北海道帝国大学卒

◆◆練乳キンシミルク

北海道帝国大学卒

国生義生

◆ アイスクリーム製造
 技術指導
◆ 元明治乳業社長

大正5年鹿児島高等農林学校
（現鹿児島大学）卒

◆◆アイスクリーム製造

（現鹿児島大学）卒

佐藤貢

◆ アイスクリーム製造技術指導
◆ 自助園アイスクリーム開発
◆ 初代雪印社長

大正8年北海道帝国大学
（現北海道大学）卒

◆◆アイスクリーム製造技術指導

（現北海道大学）卒

沖本佐一

◆ アイスクリーム製造技術指導
◆ 大正12年「アイスクリーム」執筆
◆ 元明治乳業監査役

大正5年東北帝国大農科大学
(現北海道大学)卒

◆◆アイスクリーム製造技術指導

(現北海道大学)卒

◆ 畜産学者、教育者、学校経営者　◆ 煉乳製造技術開発
◆ 北海道における畜産・煉乳研究の第一人者
◆ 1914年に東北帝国大学農科大学教授に就任、
 日本初の「畜産製造学」の講義を受け持つ

◆◆畜産学者、教育者、学校経営者 ◆煉乳製造技術開発

明治22年札幌農学校（現北海道大学）卒

橋本左五郎

◆ 明治24年煉乳商品化
◆ 明治29年真空 開発
◆ 花島周一の父

花島兵右衛門宮脇冨

◆ 初代帯広畜産大学長
◆ 煉乳製造技術開発
◆ 日本煉乳製造の恩人

明治35年札幌農学校
（現北海道大学）卒

◆◆初代帯広畜産大学長
◆煉乳製造技術開発

（現北海道大学）卒

◆ 元鹿児島農林高等学校畜産学教授
◆ 元岐阜高等農林学校校長
◆ 煉乳製造指導

明治38年札幌農学校
（現北海道大学）卒

米山豊

◆◆元鹿児島農林高等学校畜産学教授

（現北海道大学）卒

千葉県畜産総合研究センター嶺岡乳牛研究所
に建つ「日本酪農発祥の地」の石碑　
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幌
と
鹿
児
島
が
結
ぶ
乳
業
の
学
舎



　

実
質
と
名
目
が
一
致
せ
ぬ
物
が
世
間
に
往
々
あ
り
ま
す
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

如
き
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
真
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
純
粋
の
ク
リ
ー
ム
で
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
称
せ
ら
る
る
の
で
あ
り

ま
す
。
市
中
で
売
っ
て
い
る
物
の
内
に
は
、
こ
の
ク
リ
ー
ム
が
高
値
の
た
め
、
そ
の

代
わ
り
に
玉
子
を
入
れ
た
り
、
単
に
牛
乳
の
み
を
も
っ
て
作
っ
た
も
の
甚
だ
し
き
は
、

多
量
の
澱
粉
を
混
じ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
元
よ
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と

は
申
さ
れ
ま
せ
ん
の
み
な
ら
ず
、
風
味
も
栄
養
価
値
も
全
然
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
試
み
に
沃
度
を
二
三
滴
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
た
ら
し
て
み
れ
ば
、
澱
粉
の

入
っ
て
い
る
の
は
暗
紫
色
に
変
化
し
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
判
り
ま
す
。
是
非
一
度
お

試
し
願
い
た
い
。

　

弊
社
製
造
の
極
東
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
最
も
新
鮮
な
ク
リ
ー
ム
を
用
い
、
最
も

新
式
衛
生
的
完
全
な
る
機
械
を
も
っ
て
製
造
致
し
た
る
も
の
で
、
絶
対
に
無
菌
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
極
東
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
従
っ
て
、
最
も
滋
養
に
富
み
、
一
杯
は

よ
く
疲
労
を
癒
や
し
、
元
気
を
快
復
致
し
ま
す
。
欧
米
諸
国
で
は
、
良
質
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
が
四
季
を
通
し
て
売
れ
行
き
あ
る
の
は
、
一
つ
に
は
本
品
の
栄
養
価
値
を

一
般
に
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
現
に
米
国
の
あ
る
病
院
の
如
き
は
、
僅
か

に
赤
酒
よ
り
取
り
得
ざ
る
腸
チ
フ
ス
患
者
に
こ
れ
を
用
い
て
、
快
復
せ
し
め
た
る
実

例
不す

く
な
か
ら
ず尠

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

極
東
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
市
中
有
名
な
食
堂
カ
フ
ェ
ー
で
召
し
上
が
れ
ま
す
。
但

し
、
相
当
有
名
な
お
店
で
も
、
偽
物
即
ち
ク
リ
ー
ム
を
用
い
ぬ
物
を
売
っ
て
お
り
ま

す
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
召
し
上
が
る
節
に
は
極
東
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
ご
指

定
を
願
い
ま
す

日
本
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
産
業
は
、
大
正
9

年
（

）
に
冨
士
食
料
品
工
業
が
東
京

の
深
川
に
工
場
を
建
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

翌
大
正
10
年
（

）
に
は
、
極
東
煉

乳
が
、
静
岡
県
の
三
島
工
場
で
ア
メ
リ
カ
か
ら

輸
入
し
た
横
型
フ
リ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
製
造
を
始
め
て
い
る
。
極
東
煉
乳

で
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら

帰
国
し
た
沖
本
佐
一
で
あ
る
。
当
時
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
は
カ
ッ
プ
入
り
で
は
な
く
、
ブ
リ
ッ

ク
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
い
う
バ
タ
ー
の
よ
う
に

四
角
い
長
方
形
（
ブ
リ
ッ
ク 
＝
レ

ン
ガ
）
で
、
箱
に
入
っ
た
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

製
品
は
、
三
越
、
白
木
屋
な
ど
都
内
の
百
貨

店
や
、
洋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
の
上
野
精
養
軒
で
販

売
さ
れ
て
い
た
。
三
越
も
精
養
軒
も
大
正
時
代

は
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
カ
ラ
」
を
代
表
す
る
店
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
販
売
さ
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
は
、
極
め
て
ハ
イ
カ
ラ
な
食
べ
物
で
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

三
島
か
ら
の
輸
送
は
気
温
の
低
く
な
る
夜
半

を
選
び
、
工
場
の
近
く
に
あ
る
沼
津
駅
か
ら
専

用
の
急
行
貨
車
を
使
っ
て
東
京
の
汐
留
駅
に
送

ら
れ
た
。

発
売
当
初
、
販
売
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
値
段
が
高
く
、
庶
民
に

と
っ
て
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
が
理
由

で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
食
料
品
の
多

く
は
、
作
っ
た
も
の
は
そ
の
場
で
売
る
と
い
う

の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も

百
貨
店
や
洋
食
店
で
作
っ
た
も
の
が
そ
の
場
で

販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
現
在
と
は
異
な
り
、
牛

乳
と
卵
、
砂
糖
で
作
っ
た
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
。

三
島
工
場
で
作
ら
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は

乳
脂
肪
分
が
多
く
、
そ
れ
ま
で
店
で
販
売
さ
れ

て
い
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
は
大
き
な
違
い
が

あ
っ
た
。
店
で
作
ら
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に

慣
れ
て
い
た
庶
民
に
は
、
コ
ッ
テ
リ
し
す
ぎ
て

い
て
粗
悪
品
と
勘
違
い
さ
れ
、
受
け
入
れ
て
も

ら
う
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
外
部
で
製
造
さ
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
仕
入
れ
る
と
、
取
引
業
者
の
牛
乳
屋
や
卵

屋
に
と
っ
て
は
商
売
に
影
響
が
出
た
。
そ
の
た

め
彼
ら
か
ら
の
横
や
り
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

沖
本
佐
一
（
前
出
）
は
『
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

50
年
の
歩
み
』（「
冷
凍
第
47
巻
第

号
」）
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
卵
を
使
わ
な
け
れ
ば
良
い
も
の
は
で
き
な
い

と
す
る
人
々
に
生
ク
リ
ー
ム
を
説
明
し
、
乳
脂

肪
の
効
果
を
教
え
る
こ
と
も
初
期
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
・
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
重
要
な
仕
事
で

あ
っ
た
…
…
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
だ
か
ら
も
ち

ろ
ん
凍
っ
て
は
い
る
が
、
乳
固
形
分
の
少
な
い

当
時
の
製
品
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
が
ブ
リ
ッ

ク
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
に
キ
チ
ッ
と
立

方
体
に
仕
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
の
珍
し

か
っ
た
。」

も
う
ひ
と
つ
の
販
売
ル
ー
ト
に
、
駅
売
り
が

あ
っ
た
。
全
国
に
鉄
道
網
が
敷
か
れ
る
と
、
鉄

道
を
使
っ
て
長
距
離
移
動
す
る
人
も
増
え
て

い
っ
た
。
そ
の
中
で
人
気
が
出
た
の
が
駅
弁
で

あ
る
。
駅
弁
は
日
本
独
自
に
発
展
し
た
も
の

で
、
明
治
18
年
（

）
に
栃
木
県
の

宇
都
宮
駅
で
販
売
さ
れ
た
お
に
ぎ
り
が
最
初
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
駅
売
り

の
最
初
は
、
極
東
煉
乳
の
工
場
に
近
い
沼
津
駅

で
、
経
木
の
折
入
り
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

た
。（『
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
法
』

年
・
沖
本
佐
一
著
よ
り
）。
長
距
離
汽
車
に
乗

り
な
が
ら
、
駅
弁
と
一
緒
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

と
い
う
ハ
イ
カ
ラ
な
食
べ
物
を
口
に
す
る
こ
と

は
、
当
時
の
人
に
と
っ
て
特
別
な
行
為
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

三
島
工
場
で
は
大
正
12
年（

）に
、

一
般
家
庭
用
原
料
と
し
て
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
素
」
や
ア
メ
リ
カ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
エ
ス

キ
モ
ー
パ
イ
」
を
製
造
し
て
い
る
。「
エ
ス
キ

モ
ー
パ
イ
」
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
総
称
だ
が
、
こ

の
商
品
に
よ
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
が
国
内
に
初
め
て

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
の
も
う
一
つ
の
源
流
で
あ
る
明
治
製
菓

（
大
正
13
年
（

）
に
東
京
菓
子
よ
り

商
号
変
更
）
は
、
大
正
12
年
（

）、

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
国
生
義
夫
を
招
い

て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
事
業
を
開
始
し
た
。
大

正
13
年
（

）
に
東
京
の
京
橋
に
仮

工
場
を
開
設
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
試
験
製

造
・
販
売
を
始
め
、
販
売
実
績
が
好
調
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
昭
和
2
年
（

）
に
東

京
の
両
国
に
新
工
場
を
設
立
し
て
、
製
造
を
本

格
化
し
て
い
る
。

当
時
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
夏
場
が
最
需
要

期
だ
っ
た
め
、
両
国
工
場
で
は
冬
場
の
作
業
を

確
保
す
る
た
め
に
、
ケ
ー
キ
や
あ
ん
パ
ン
な
ど

の
製
造
を
行
っ
た
。
国
生
は
大
正
13
年

（

）
の
報
告
書
の
中
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
洋
菓
子
と
は
そ
の
得
意

先
を
同
じ
く
す
る
に
依
り
、
販
売
に
便
益
多
き

こ
と
。
殊
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
が
冬
期

中
止
せ
ら
れ
、
一
時
に
て
も
得
意
先
と
の
交
渉

中
絶
す
る
は
甚
だ
不
利
に
し
て
、
若
し
洋
菓
子

を
販
売
す
る
に
於
て
は
、
年
中
得
意
先
を
継
続

保
存
し
う
る
こ
と
。」

「
ハ
イ
カ
ラ
」
な
食
べ
物
は

ハ
イ
カ
ラ
な
場
所
で

粗
悪
品
と
勘
違
い
さ
れ
た

三
島
工
場
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

極東煉乳　ブリック アイスクリーム

極
東
煉
乳
の
ち
ら
し
広
告
【 

大
正
11
年
（
1
9
2
2
） 】

一
部
、
漢
字
仮
名
使
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
修
正

賢
明
な
る
学
生
諸
君
及
び
令
嬢
諸
氏

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
需
要
が
夏
場
で
あ
り
、

輸
送
技
術
や
保
冷
技
術
が
ま
だ
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売

は
生
産
さ
れ
た
地
域
に
偏
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
場
や
小
売
店
は
冬
場
に
生

産
し
た
り
、
販
売
す
る
商
品
に
さ
ま
ざ
ま
な
知

恵
を
絞
っ
て
き
た
。
国
生
が
「
販
売
に
便
益
多

き
こ
と
」
と
、
冬
場
の
洋
菓
子
製
造
を
推
奨
し

た
の
も
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
だ
っ
た
。

戦
前
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
を
牽
引
し
た

も
う
一
つ
の
雄
が
、
雪
印
乳
業
で
あ
る
。
同
社

が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
を
始
め
た
の
は
昭

和
3
年
（

）
だ
が
、
そ
れ
に
遡
る

5
年
前
の
大
正
12
年
（

）
に
、
雪

印
乳
業
の
創
立
者
の
1
人
で
あ
る
佐
藤
善
七

が
、
自
身
の
農
場
「
自
助
園
牧
場
」
で
「
自
助

園
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
を
製
造
し
て
い
る
。
製

造
を
担
っ
た
の
は
、
佐
藤
善
七
の
息
子
で
、
ア

メ
リ
カ
で
製
造
技
術
を
学
ん
だ
佐
藤
貢
（
後
の

雪
印
乳
業
社
長
）
で
あ
る
。
最
初
に
佐
藤
貢
が

開
発
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
、
レ
モ
ン
の
3
種
類
の
味

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
商
品
だ
っ
た
。

佐
藤
貢
は
昭
和
35
年
（

）
に
連

載
し
た
、
日
本
経
済
新
聞
の
コ
ラ
ム
『
私
の
履

歴
書
』
の
最
後
の
回
を
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で

締
め
く
く
っ
て
い
る
。

フ
レ
ー
バ
ー
の
定
番
は
90
年
前
に
確
立

製
造
と
販
売
の
分
離
で
広
が
る
全
国
展
開

3

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
工
業
化 

大
正
か
ら
戦
前

雪印　ブリック アイスクリーム
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日
本
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
史

製
造
と
販
売
の
分
離
で
広
が
る
全
国
展
開



Colu
m

n

ば
、
老
若
男
女
だ
れ
で
も
好
き
に

な
る
と
見
抜
い
た
か
ら
で
あ
る
。

…
…
こ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製

造
と
普
及
に
つ
い
て
の
苦
労
は
、

私
に
と
っ
て
、
商
売
を
離
れ
て
忘

れ
え
な
い
、
つ
ね
に
心
の
あ
た
た

ま
る
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ

る
。」

「
自
助
園
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
は
、

大
正
15
年
（

）
に
北
海

道
製
酪
販
売
組
合
連
合
会（
酪
連
）

に
引
き
継
が
れ
て
、
昭
和
3
年

（

）
に
雪
印
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
「
自
助
園
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
」
は
「
雪
印
ブ
リ
ッ
ク
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
そ
の
時
、
レ
モ
ン
味
が

バ
ニ
ラ
味
に
変
更
さ
れ
て
、
当
時

た
い
へ
ん
な
人
気
を
博
し
た
。
現

在
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
フ
レ
ー

バ
ー
の
定
番
は
バ
ニ
ラ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
雪
印
ブ

リ
ッ
ク
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、
そ
の
先
が
け
と

な
っ
た
商
品
で
あ
る
。

需
要
の
伸
び
と
と
も
に
各
メ
ー
カ
ー
は
、
工

場
の
新
設
を
行
っ
た
。
極
東
煉
乳
は
、
大
正
12

「
当
時
の
日
本
で
は
、
小
さ
な
商
人
が
氷
の
は

い
っ
た
た
る
の
中
で
ブ
リ
キ
か
ん
を
が
ら
が
ら

回
し
な
が
ら
、
店
先
で
ア
イ
ス
ク
リ
ン
と
い
う

名
で
売
っ
て
い
た
。
こ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ン
を
、

な
ん
と
か
し
て
名
実
と
も
に
ア
メ
リ
カ
並
み
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
し
て
普
及
さ
せ
た
い
と
私

は
考
え
た
。
実
は
、
日
本
人
は
米
食
人
種
だ
か

ら
、
牛
乳
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
な
か
な
か
な
じ

め
な
い
。
こ
れ
を
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
す
れ

贅
沢
品
と
言
わ
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

年
（

）
に
札
幌
工
場
、
翌
13
年

（

）
に
東
京
工
場
、
さ
ら
に
大
阪
工

場
と
製
造
拠
点
を
広
げ
た
。

明
治
製
菓
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
2
年

（

）
に
両
国
に
新
工
場
を
建
設
し
て

い
る
。

雪
印
乳
業
は
札
幌
工
場
に
次
い
で
、
昭
和
8

年
（

）
の
函
館
工
場
の
開
設
を
皮
切

り
に
、
昭
和
12
年
（

）
ま
で
に
、
大

阪
、
名
古
屋
、
東
京
、
福
岡
と
、
各
市
場
に
向

け
て
新
工
場
を
建
設
し
、
本
格
的
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
事
業
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
国
内
の
主
要
都
市
で
、

広
く
製
造
・
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
同
時
に
、
日
本
の
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
に
合
わ

せ
て
、
海
外
輸
送
も
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
昭

和
14
年（

）か
ら
18
年（

）

に
か
け
て
、
上
海
、
京
城
（
現
・
ソ
ウ
ル
）、

大
連
、
南
京
、
台
北
で
は
現
地
生
産
も
行
っ
て

い
る
。

戦前からのヒット商品「スマックアイス」

　戦前から戦後しばらく、アイスクリームに慣れ親しんだ世代
が、必ず懐かしむ商品が「スマックアイス」だ。
 「スマックアイス」は、昭和6年（1931）に東京スマック商会
（現・東京シルヴァー商会創業者の義父の会社）が製造・販売
を始めたアイスクリームである。アメリカのスマック・コーポ
レーションの製品をライセンス生産したもので、東京溜池にア
メリカ人技術者の設計による工場を開設し、アメリカから導入
した専用の製造機器を据えて製造した。
　棒状のバニラアイスをチョコレートでコーティングし、1本
ずつ銀紙で包装した、アメリカナイズされた斬新さが受けて、
絶大な人気を博した。

　当時、東京スマック商会は、雪印乳業、極東煉乳、明治製菓
と並び、アイスクリームのトップメーカーの一角を占めていた。
太平洋戦争で中断した生産は昭和24年（1949）に再開し、改
めて人気商品となって成長したものの、昭和40年（1965）に
は製造設備の老朽化もあって市場から撤退した。その後、「ス
マックアイス」の商標は森永乳業に移り、同名で販売されたが、
現在は販売を終了している。
 「スマックアイス」は、ヒット商品としてだけでなく、アメリ
カとのライセンス生産や、その形状やパッケージデザインなど
の先進性から、日本のアイスクリームの歴史を彩ったという意
味で、忘れてはならない商品であるといえよう。

ロータリー充填機によるアイスクリームのカップ詰め作業（昭和14年）

製
造
拠
点
の
広
が
り
と
と
も
に
、
販
売
に
お

い
て
も
よ
り
保
存
性
の
高
い
機
器
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
冷
や
し
て
お
く
た
め
に
、
冷
却
剤
と

し
て
氷
と
塩
と
い
う
原
始
的
な
方
法
が
と
ら
れ

て
い
た
。
昭
和
初
期
に
は
、
塩
水（
ブ
ラ
イ
ン
）

を
凍
結
し
冷
却
剤
と
し
て
使
用
す
る
方
法
が
紹

介
さ
れ
、
小
売
店
に
と
っ
て
は
面
倒
な
作
業
が

省
け
て
、
販
売
意
欲
が
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
使
わ
れ
始
め
た
の

も
昭
和
初
期
で
あ
る
。
日
本
で
も
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
の
製
造
が
可
能
に
な
る
と
、
昭
和
15
年

（

）
頃
か
ら
大
型
の
魔
法
瓶
に
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
を
詰
め
た
「
魔
法
瓶
ス
ト
ッ
カ
ー
」

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
販
売
機
器
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

市
場
の
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

一
方
で
、
昭
和
12
年
（

）
に
始

ま
っ
た
日
中
戦
争
に
よ
り
、
牛
乳
は
兵
士
の
体

力
向
上
と
い
う
意
味
か
ら
、
軍
用
物
資
と
し
て

徴
用
さ
れ
、
原
料
の
入
手
も
滞
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昭
和
15
年
（

）
に
は
砂
糖
配

給
統
制
規
則
が
公
布
さ
れ
、
事
業
者
は
、
割
り

当
て
ら
れ
た
砂
糖
を
使
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
製
造
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

昭
和
16
年
（

）
に
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
贅
沢
品
と
見
な

さ
れ
、
徐
々
に
生
産
量
を
減
ら
し
た
。
戦
局
が

悪
化
し
た
昭
和
19
年
（

）
に
は
各
社

と
も
製
造
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

戦前のアイスクリームのパンフレット
（昭和9年）

三色アイス宣伝用のマッチラベル
（昭和10年頃）

スマックアイスの
パッケージ（サンプル）宣伝の入ったトラックの前に立つ東京スマック商会創業者の伊藤桂蔵氏

当時としては珍しい洋装の制服を着た工場の女性従業員（上下と
も昭和8年撮影）

東京スマック商会事務所前。ステップのある乗用車のスタイルからは昭和
初期の撮影と思われる
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Colu
m

n

　日本でアイスクリームに最初に当たり付きキャンペー
ンを取り入れたのは、協同乳業が昭和35年に発売した
「ホームランバー」といわれている。
　スティックに「満塁ホームラン」「ホームラン」「ヒッ
ト」などの焼き印を入れて、「満塁ホームラン」には野
球盤などの豪華景品プレゼント、「ホームラン」には店
頭でホームランバー 1本無料プレゼント、「ヒット1塁
打」「2塁打」「3塁打」には4塁打分を集めると1本無
料プレゼントとした。
　発売にあたり、当時絶大な人気のあった長嶋茂雄をポ
スターで起用した。
　懸賞プレゼントキャンペーンとして大成功をおさめ、
今も販売促進政策の成功事例として語り継がれている。

日本初のアイスクリームの
当たり付きキャンペーン
「ホームランバー」

京
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
が
設
立
さ
れ
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
衛
生
品
質
の
向
上
、
お
よ
び
業

界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
手
メ
ー
カ
ー
で
は
、
雪
印
乳
業
が
、
戦
後

す
ぐ
に

の
委
託
を
受
け
て
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
生
産
を
再
開
し
て
い
る
。
昭
和
21
年

（

）
か
ら
は
、
一
般
市
販
用
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
も
再
開
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

ほ
と
ん
ど
は
、
日
本
に
駐
留
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
人
向
け
で
、
一
般
市
販
用
の
販
売
は
細
々
と

昭
和
16
年
（

）
12
月
に
始
ま
っ
た

太
平
洋
戦
争
に
よ
り
、
国
内
の
酪
農
生
産
物
の

ほ
と
ん
ど
は
軍
用
物
資
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
軍
需
向
け
以
外
は
製
造
を
休

止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
国
民
の
生
活
は
疲

弊
し
、「
贅
沢
は
敵
だ
」
の
標
語
の
下
に
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
味
わ
う
余
裕
す
ら
持
て
な
く

な
っ
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
歴
史
に
お
い
て

空
白
の
時
代
で
あ
る
。

戦
後
、
焦
土
と
化
し
た
日
本
が
、
復
興
に
歩

み
出
し
た
と
き
、
い
ち
早
く
売
ら
れ
始
め
た
の

ら
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
。

こ
う
し
た
声
を
受
け
て
、
昭
和
26
年

（

）
末
に
こ
の
省
令
は
、
新
た
な
品

質
規
格
に
改
廃
さ
れ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
冷

凍
乳
菓
と
氷
菓
子
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
法
律
で
は
乳
脂
肪
が
入
っ
て
い
な
く

て
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
た

た
め
、
大
き
く
後
退
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

戦
後
す
ぐ
に
衛
生
管
理
に
取
り
組
む
背
景
に

は
、
国
民
の
衛
生
水
準
を
高
め
る
と
い
う
側
面

だ
け
で
な
く
、

の
強
い
要
望
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

一
方
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
の
中
で
の
動

き
も
あ
っ
た
。
昭
和
24
年
（

）
に
東

年
、「
乳
、
乳
製
品
及
び
類
似
乳
製
品
の
成
分

規
格
等
に
関
す
る
省
令
」
に
よ
り
、「
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
」、「
ア
イ
ス
ミ
ル
ク
」
お
よ
び
「
ミ

ル
ク
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」
に
区
分
け
さ
れ
た
。
こ

の
内
容
は
、
当
時
の
国
際
基
準
と
ほ
ぼ
同
等

で
、
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
格
に
合
致
し
た
製
品

を
作
る
た
め
に
は
、
多
大
な
設
備
投
資
が
必
要

で
あ
る
な
ど
と
の
理
由
か
ら
、
当
時
の
業
界
か

乗
せ
て
、
鈴
を
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鳴
ら
し
な
が

ら
公
園
な
ど
で
売
り
歩
い
て
い
た
。
街
中
に
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
売
り
が
出
現
し
た
の
も
、
戦

後
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
そ
の
原
始
的
な
製
造
ゆ
え
に
、
品

質
の
劣
悪
な
も
の
が
出
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
後
の
街
全
体
が
不
衛
生
な
状
況
の
中
で
、
お

腹
を
下
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
食
中
毒

や
赤
痢
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ィ
が
真
っ
先
に
疑
わ
れ
た
と
い
う
逸
話
も

残
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
食
品
の
衛
生
管
理
へ
の
取

り
組
み
は
、
戦
後
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
日
本
の
食
品
衛
生
に
係
る
法
律
に

は
、
明
治
に
公
布
さ
れ
た
「
飲
食
物
そ
の
他
の

物
品
取
締
に
関
す
る
法
律
」
や
「
牛
乳
営
業
取

締
規
則
」、「
飲
食
物
防
腐
剤
取
締
規
則
」
な
ど

が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
衛
生
管
理
の
基

本
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
応
じ
て

各
自
治
体
で
独
自
の
規
則
を
定
め
て
運
用
す
る

程
度
だ
っ
た
。

日
本
の
近
代
的
な
食
品
衛
生
の
基
盤
づ
く
り

は
、
昭
和
22
年
（

）
の
食
品
衛
生

法
の
制
定
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
関
連
で
は
、
昭
和
25
年（

）

に
、
氷
菓
子
の
衛
生
規
格
、
成
分
規
格
、
製
造

基
準
及
び
保
存
基
準
が
制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
同

が
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
製

造
も
販
売
も
、
手
探
り
状
態
で
始
め
た
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
は
、
店
の
軒
先

に
小
型
の
冷
凍
機
を
置
き
、
ブ
リ
キ
の
氷
結
管

を
使
っ
て
製
造
さ
れ
て
い
た
。
中
身
は
水
に

サ
ッ
カ
リ
ン
な
ど
の
甘
味
料
と
香
料
を
入
れ
、

そ
れ
に
割
り
箸
を
挿
し
て
凍
ら
せ
た
だ
け
の
も

の
だ
っ
た
。
ミ
ッ
ク
ス
（
調
合
液
）
を
氷
結
管

に
入
れ
る
の
も
、
初
め
の
頃
は
漏
斗
に
よ
る
手

作
業
だ
っ
た
。

販
売
す
る
と
こ
ろ
も
、
焼
き
芋
屋
や
当
時
存

在
し
て
い
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
の
よ
う
な
店
だ
っ

た
。
冬
場
に
売
上
が
伸
び
る
焼
き
芋
屋
に
と
っ

て
、
夏
場
に
商
売
を
乗
り
切
る
た
め
の
商
品
は

重
要
だ
っ
た
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
も
同
様
で
、
鍋

物
料
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
に

冬
の
需
要
が
高
か
っ
た
。
焼
き
芋
屋
や
コ
ン

ニ
ャ
ク
屋
が
、
夏
場
の
商
品
と
し
て
目
を
つ
け

た
の
が
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
だ
っ
た
わ
け
だ
。

い
わ
ゆ
る
夏
枯
れ
対
策
で
あ
る
。

彼
ら
は
自
転
車
の
荷
台
に
木
製
の
保
冷
箱
を

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
売
り
の
出
現
と

衛
生
管
理
向
上
の
攻
防

戦
後
の
衛
生
水
準
を
高
め
る
動
き

協同乳業の発売当時の「ホームランバー」

スティックタイプ
のアイスクリーム
の大量生産を可能
にした「アイス
バーマシン」

経
済
統
制
の
解
除
で

復
活
を
始
め
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

し
た
も
の
だ
っ
た
。

当
時
、
砂
糖
は
代
表
的
な
統
制
品
で
あ
り
、

ま
た
乳
原
料
の
確
保
も
難
し
く
、
品
川
工
場
で

は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
代
替
原
料
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
26
年

（

）
頃
に
は
統
制
が
解
除
さ
れ
、
砂

糖
や
煉
乳
の
入
手
も
容
易
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
原
料
事
情
の
中
で
、
昭
和
27
年

（

）
に
雪
印
乳
業
は
、
い
ち
早
く
戦

後
全
盛
だ
っ
た
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
製
造
を

中
止
し
て
、
脂
肪
分

で
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
口
当
た
り
を
滑
ら
か
に

す
る
た
め
に
混
入
す
る
空
気
の
割
合
）
の
入
っ

た
ア
イ
ス
バ
ー
の
本
格
生
産
を
開
始
し
た
。
ミ

ル
ク
と
バ
ニ
ラ
の
滑
ら
か
な
食
感
の
ア
イ
ス

バ
ー
は
、
硬
い
氷
菓
子
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ

に
取
っ
て
代
わ
り
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
全
盛

の
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

戦
前
か
ら
生
産
を
行
っ
て
い
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
明
治
乳
業
と
雪
印

乳
業
の
2
社
だ
が
、
戦
後
に
な
っ
て
多
く
の

メ
ー
カ
ー
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
に
参
入
し

て
い
る
。

昭
和
20
年
代
に
入
る
と
、
昭
和
20
年

（

）
に
フ
タ
バ
食
品
、
昭
和
22
年

（

）
に
森
永
乳
業
、
昭
和
28
年

（

）
に
は
江
崎
グ
リ
コ
が
市
場
に

参
入
し
た
。

昭
和
30
年
に
は
、
協
同
乳
業
が
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
市
場
に
参
入
し
て
い
る
。
同
社
は
参
入

に
あ
た
り
、
日
本
で
最
初
の
ア
イ
ス
バ
ー
の
自

動
充
填
・
成
形
機
と
し
て
、
酪
農
先
進
国
の
デ

ン
マ
ー
ク
か
ら
バ
ー
マ
シ
ン
を
導
入
し
た
。

平
箸
を
1
本
1
本
差
し
て
い
た
時
代
に
、
毎

時
約

本
の
自
動
ラ
イ
ン
を
導
入
し

た
の
で
あ
る
。
大
量
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
大
衆
化
を
果
た
し

た
。
日
本
橋
本
社
1
階
に
据
え
付
け
ら
れ
た

バ
ー
マ
シ
ン
に
よ
る
製
造
工
程
は
、
外
か
ら
も

見
え
、
大
い
に
話
題
を
呼
ん
だ
。

こ
の
商
品
は
、
昭
和
35
年
（

）
に

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ー
」
と
名
前
を
変
え
、
当
た

り
く
じ
付
き
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
爆
発
的
な
人
気
と
な
っ
た
。

戦
後
の
風
物
詩
の
一
つ

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
売
り

⇩（業界の反対によりわずか1年で改定される）

区分 乳脂肪分 無脂乳固形分 細菌数（1cc当たり） 大腸菌群
アイスクリーム 8%以上

8%以上
50,000以下
うち乳酸菌以外

1,000以下
陰性アイスミルク 3~8%

ミルクシャーベット 3%未満

昭和 25年「乳、乳製品及び類似乳製品の成分規格等に関する省令」
により制定された規格

区分 乳脂肪分 細菌数（1cc当たり） 大腸菌群
冷凍乳菓 3%以上 50,000以下

陰性
氷菓子 3%未満 乳成分を含むもの…10,000以下

乳成分を含まないもの…30,000以下

昭和 26年「乳および乳製品の成分規格等に関する省令」により改定された規格

昭和20年代のアイスキャンディ売り

4

戦
後
復
興
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
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史
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防



が
、
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
市
場
の
成
長
は
続
き
、
昭
和
48
年

（

）
に
は

億
円
を
突
破
。
昭

和
53
年
（

）
に
は

億
円
を

記
録
。
昭
和
59
年
（

）
に

億

円
の
大
台
を
超
え
、

億
円
と
な
っ
た
。

億
円
か
ら

億
円
の
市
場
に

拡
大
す
る
ま
で
、
わ
ず
か
11
年
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

昭
和
30
年
以
降
に
主
要
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
売

さ
れ
、
今
も
続
く
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
の
発
売

ム
市
場
は

億
円
で
あ
る
。
1
個
50
円

に
も
満
た
な
い
商
品
が
、

億
円
を
売
上

げ
る
の
だ
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
の
出
荷
額
か
ら
単

純
に
計
算
し
て
約
20
億
個
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

Colu
m

n

　昭和30年（1955年）代後半からの電冷ショーケース
の普及に伴い、大手メーカーが設置した電冷ショーケー
スに、他のメーカーの商品を入れて販売することを「宿
借り」と呼んだ。中小のメーカーにとって、高額の電冷
ショーケースを購入して店舗に貸し出す余力はなく、自
社の商品を販売するところがないために、とりあえず「宿
を借りる」という意味合いから生まれた言葉である。
　当然のことながら、大手と地元の中小メーカーとがも
めることもあった。一方で、地元の中小メーカーは、冷
菓・アイスクリームの問屋を兼ねているところもあり、
両者は互いに共存共栄を図っていかなければならない存
在でもあった。
　これらの問題が発生したとき、メーカーや問屋がそれ
ぞれ個別に対応するのではなく、一緒になって問題解決
をしていこうということが、業界団体としての協会設立
のきっかけにもなったようだ。
（出典 :東海アイスクリーム協会 設立50周年記念冊子　
佐藤登喜雄氏）

宿借り問題の解決と
業界団体の設立

日本全国の観光地にもアイスクリームの売店が
普及。宮城県松島にて

昭和30年代に登場し、急速に普及した 「電冷ショーケース」

アイスクリームの生産金額推移 1966～ 85年
〔 出典：一般社団法人日本アイスクリーム協会 〕

次
に
渡
る
問
屋
の
仕
組
み
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
台
頭
し
始
め
る
平
成
の
初
め
頃

（

年
代
後
半
）
ま
で
続
い
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
需
要
は
、
夏
が
ピ
ー
ク

で
あ
る
。
そ
の
た
め
売
上
げ
に
偏
り
が
あ
り
、

当
時
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
は

日

で
1
年
を
過
ご
す
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
問
屋
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
冬
枯

れ
す
る
商
売
に
危
機
感
を
持
ち
、
秋
か
ら
春
に

か
け
て
、
別
の
商
品
群
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ
も

出
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う

だ
っ
た
。
当
時
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う
を
温
め
る
ス

チ
ー
マ
ー
に
は
灯
油
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ

の
灯
油
の
取
扱
量
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
か

ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
経
営
を
始
め
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。

昭
和
30
年
（

）
か
ら
40
年

（

）
代
に
か
け
て
、
今
の
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
業
界
を
支
え
る
有
力
メ
ー
カ
ー
が
市
場

に
参
入
し
、
新
し
い
形
態
、
新
し
い
風
味
の
商

品
が
数
多
く
発
売
さ
れ
た
。
ま
た
高
度
経
済
成

長
に
よ
り
、
国
民
の
生
活
も
豊
か
に
な
っ
て
い

く
。
三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ
た
テ
レ
ビ
・
洗
濯

機
・
冷
蔵
庫
は
急
速
に
家
庭
に
普
及
し
て
い
き
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
市
場
も
拡
大
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

昭
和
45
年
（

）
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

40
万
店
あ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
店
に
、

商
品
を
欠
品
な
く
配
荷
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
ご
と
に
問
屋
の
存
在
が
必
要
だ
っ
た
。

ま
た
、
メ
ー
カ
ー
が
専
売
制
を
と
っ
て
い
た

た
め
、
地
域
ご
と
に
1
次
問
屋
、
2
次
問
屋
、

3
次
問
屋
と
い
っ
た
物
流
網
が
作
ら
れ
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
貸
与
や
売
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
は
問
屋
が
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
た
。
多

く
、
魔
法
瓶
と
同
様
に
メ
ー
カ
ー
か
ら
実
質
、

貸
与
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

電
冷
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
普
及
台
数
は
、
昭
和

34
年
（

）
の
10
万
台
か
ら
、
昭
和
40

年
（

）
に
は
約
40
万
台
と
急
増
し
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販
売
す
る
店
も
増
加
し

た
。
当
時
、
食
料
品
店
は
全
国
に
約
67
万
店

あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
そ
の
う
ち
の

約
6
割
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
を
行
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
問
屋
も
、
当
時
は

社
近
く
を
数
え
て
い
た
と
い
う
。
約

カ
ー
に
よ
る
小
売
店
の
囲
い
込
み
も
進
ん
だ
。

魔
法
瓶
ス
ト
ッ
カ
ー
も
筒
型
か
ら
、
連
結
し

た
大
型
の
タ
イ
プ
に
替
わ
り
、
昭
和
30
年

（

）
頃
に
は
冷
凍
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が

登
場
し
た
。
こ
れ
は
、
家
庭
用
冷
蔵
庫
の
技
術

を
応
用
し
た
も
の
で
、
当
時
は
「
電
冷
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
て
、
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー

が
こ
ぞ
っ
て
生
産
に
進
出
し
て
い
る
。
こ
の
電

冷
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
も
価
格
が
十
数
万
円
と
高

昭
和
25
年
（

）
頃
に
は
、
食
料
品

店
か
ら
、
パ
ン
屋
、
菓
子
店
、
タ
バ
コ
屋
な
ど

で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
ス
ト
ッ
カ
ー
と
し
て
普

及
し
始
め
た
の
が
、
縦
長
の
魔
法
瓶
だ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
魔
法
瓶
ス
ト
ッ
カ
ー
は
、
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
の
量
産
化
に
よ
り
広
く
普
及
し
た
。

当
時
、
多
く
の
魔
法
瓶
メ
ー
カ
ー
が
参
入
し

て
お
り
、
タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶
工
業
（
現
・
タ
イ

ガ
ー
魔
法
瓶
）
な
ど
、
今
も
残
る
大
手
メ
ー

カ
ー
も
製
造
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
が
自

社
の
ブ
ラ
ン
ド
を
付
け
て
、
無
償
で
貸
し
出
す

方
式
を
導
入
し
た
た
め
に
、
魔
法
瓶
ス
ト
ッ

カ
ー
は
一
気
に
普
及
し
た
。
こ
れ
は
自
社
の
商

品
を
少
し
で
も
多
く
販
売
し
て
も
ら
う
た
め

の
、
販
売
促
進
政
策
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
メ
ー
カ
ー
は
フ
ル
ラ
イ
ン
の
商
品
を
品
揃

え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
方
式
は
、

戦
後
の
復
興
と
と
も
に
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た

国
民
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
需
要
に
応
え
、
業
界

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
一
方
、
メ
ー

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
の
歴
史
は
他
の
食
品

業
界
同
様
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
変
遷
の
歴
史
で
も

あ
る
。

戦
後
す
ぐ
に
見
ら
れ
た
の
が
、
自
転
車
の
荷

台
に
木
製
の
保
冷
箱
を
乗
せ
、
鈴
を
鳴
ら
し
な

が
ら
売
り
歩
く
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
売
り
だ
っ

た
。 店

先
の
魔
法
瓶
ス
ト
ッ
カ
ー
に

よ
る
販
売

電
冷
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
登
場

魔法瓶ストッカー（連結型）

昭
和
50
年
代
に
1
0
0
0
億
円
か
ら

3
0
0
0
億
円
の
市
場
に

今
に
つ
な
が
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
の
誕
生

メ
ー
カ
ー
の
市
場
参
入
と

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
の
誕
生

5

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
時
代
の
到
来

昭和30年代にはドライアイス不要の最新冷凍トラックが登場
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あいすまんじゅう
丸永製菓

ジェットコーン
江崎グリコ

Colu
m

n

　昭和46年（1971年）、アイスクリーム業界の歴史を語る
上で大きなエポックとなる商品が登場した。明治乳業の「レ
ディーボーデン」である。明治乳業がアメリカのボーデン社
と提携し、国内で初めて高級（プレミアム）アイスクリーム
として発売したのである。乳脂肪分が14％、乳固形分も
23％と高く、濃厚でありながら口どけがよく、それまで日
本にはなかったまさにプレミアムなおいしさであった。１個
100円前後のノベルティ商品が主流だったアイスクリーム市
場に、小売価格で800円の大型カップという設定も驚きで
あった。
「アイスクリームの芸術品」というコピーと「♪レディーボー
デン、レディーボーデン」の歌で放映されたコマーシャルも
話題となった。またホームサイズによる販売も、当時のアイ
スクリーム業界にはない斬新なものだった。「レディーボー
デン」の発売は、豊かになった社会に、アイスクリームをお
菓子としてではなく、食後のデザートとして食べる習慣を生
み出すきっかけとなった。
　その後、雪印乳業や森永乳業も同様の商品を発売し、プレ
ミアムアイスクリームはひとつのブームとなった。なお「レ
ディーボーデン」は、明治が契約を解消し、現在はロッテア
イスから発売されている。

プレミアムアイスクリーム
市場が生まれた昭和 46年

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

昭
和
31
年（

）に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
バ
ー
と
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
市
場
に

参
入
し
た
森
永
製
菓
が
、
昭
和
47
年

（

）
に
発
売
し
た
「
チ
ョ
コ
モ
ナ
カ
」

は
、
モ
ナ
カ
の
内
側
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
モ
ナ
カ
の
食
感
と
ア

イ
ス
の
冷
た
さ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
甘
さ
が
特

徴
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
だ
っ
た
。
菓
子
メ
ー

カ
ー
な
ら
で
は
の
商
品
だ
と
人
気
を
博
し
、
今

は
「
チ
ョ
コ
モ
ナ
カ
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
し
て
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
定
番
商
品
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
る
。

丸
永
製
菓
（
昭
和
35
年
（

）
市

場
参
入
）
は
九
州
を
地
盤
に
し
た
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
。
参
入
2
年
目
の
昭
和
37
年（

）

に
小
豆
あ
ん
を
原
材
料
に
使
い
、
冷
た
い
和
菓

子
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
た
「
あ
い
す
ま

ん
じ
ゅ
う
」は
、
今
に
繋
が
る「
和
」の
フ
レ
ー

バ
ー
の
先
が
け
と
な
っ
た
。

昭
和
38
年
（

）
に
は
、
江
崎
グ

リ
コ
が
「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ン
」
を
発
売
し
て
い

る
。
現
在
の
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
コ
ー
ン
」
の
誕

生
で
あ
る
。
シ
ュ
ガ
ー
コ
ー
ン
と
ア
イ
ス
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ナ
ッ
ツ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
4

つ
の
味
が
楽
し
め
る
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
商
品

だ
っ
た
。
そ
の
後
の
、
コ
ー
ン
タ
イ
プ
の
市
場

を
作
っ
た
商
品
で
あ
る
。

昭
和
39
年（

）に
赤
城
乳
業
が「
赤

城
し
ぐ
れ
」
を
発
売
し
た
。
か
き
氷
自
体
は
街

発売当初の「レディーボーデン」の新聞広告

の
食
堂
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
カ
ッ
プ

に
入
れ
て
販
売
す
る
も
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

当
時
の
主
要
な
販
売
店
で
あ
る
駄
菓
子
屋
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
人
気
を
呼
び
、
発
売

初
年
に
は

万
個
を
売
上
げ
る
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
っ
た
。
な
お
、
同
社
の
ト
ッ
プ
商

品
に
な
っ
て
い
る
「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
は
、
昭
和

56
年
（

）
の
発
売
で
あ
る
。

井
村
屋
（
昭
和
36
年
（

）
市
場

参
入
）
が
昭
和
48
年
（

）
に
発
売
し

た
「
あ
ず
き
バ
ー
」
も
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品

で
あ
る
。
同
社
が
和
菓
子
で
培
っ
て
き
た
、
独

自
の
製
法
で
作
ら
れ
た
小
豆
の
味
わ
い
は
、
当

時
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
今
な
お
広
い

世
代
か
ら
愛
さ
れ
る
大
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ
る
。

森
永
乳
業
（
昭
和
22
年
（

）
市
場

参
入
）
が
昭
和
51
年
（

）
に
発
売
し

た「
ピ
ノ
」は
、
ひ
と
口
サ
イ
ズ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
市
場
を
作
っ
た
商
品
だ
。
口
を
開
け
た
と

き
の
形
を
ヒ
ン
ト
に
作
ら
れ
た
形
状
は
そ
れ
ま

で
に
な
い
商
品
で
あ
り
、
ひ
と
口
で
食
べ
ら
れ

る
と
い
う
、
新
し
い
食
の
シ
ー
ン
を
作
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
55
年
（

）
に
発
売
し
た
「
ミ

ニ
ミ
ル
ク
」
は
、
箱
の
中
に
小
ぶ
り
な
バ
ー
ア
イ

ス
が
12
本
入
っ
て
い
る
商
品
だ
っ
た
。

な
お
、
昭
和
38
年
（

）
に
市
場
参

入
し
た
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
が
昭
和
54
年

（

）
に
同
様
の
バ
ー
ア
イ
ス
「
ス

テ
ィ
ッ
ク
8
」
を
発
売
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が

そ
の
後
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
ひ
と
つ
と
な
る
マ
ル
チ
パ
ッ
ク
の
先
が

け
と
な
っ
た
商
品
で
あ
る
。

ロ
ッ
テ
ア
イ
ス
（
昭
和
46
年
（

）

市
場
参
入
）
が
、
昭
和
56
年
（

）
に

発
売
し
た
「
雪
見
だ
い
ふ
く
」
も
、
新
し
い
食

感
を
味
わ
え
る
画
期
的
な
商
品
だ
っ
た
。
餅
と

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
、
こ
れ
ま

で
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
商
品
で
あ
る
。
小

中
学
生
だ
け
で
な
く
、
特
に
若
い
女
性
に
も
支

持
さ
れ
、
和
菓
子
感
覚
で
食
べ
る
新
し
い
シ
ー

ン
を
作
っ
た
商
品
だ
。

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
に
市
場
参
入
し
た

昭和59年（1984）、東京・青山にオープンしたハーゲンダッツショッ
プ第1号店

カ
ネ
ボ
ウ
食
品
（
現
・
ク
ラ
シ
エ
フ
ー
ズ
）
が
、

昭
和
61
年
（

）
に
発
売
し
た
「
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
シ
ュ
ガ
ー
コ
ー
ン
」
は
、
そ
の
頃
、

専
門
店
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

ワ
ッ
フ
ル
生
地
の
シ
ュ
ガ
ー
コ
ー
ン
を
採
用
し

た
こ
と
で
、
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
同
商
品

が
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
の
は
、
購
入
対
象
者
を
子

ど
も
で
は
な
く
主
に
主
婦
と
し
、
昭
和
50
年

（

）
代
以
降
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
と
し

て
主
流
に
な
っ
た
食
品
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
で

成
功
し
た
商
品
と
な
っ
た
こ
と
だ
。
ま
た
、
発

売
当
初
か
ら
5
個
入
り
の
マ
ル
チ
パ
ッ
ク
と
し

て
発
売
し
て
い
る
こ
と
も
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

ミ
ニ
カ
ッ
プ
タ
イ
プ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
市
場
を
拡
げ
た
の
が
、
ハ
ー
ゲ
ン

ダ
ッ
ツ 

ジ
ャ
パ
ン
で
あ
る
。
昭
和
59
年

（

）
に
デ
パ
ー
ト
や
高
級
ス
ー
パ
ー

で
「
パ
イ
ン
ト
」
の
販
売
を
開
始
。
そ
の
後
、

同
年
に
東
京
・
青
山
に
シ
ョ
ッ
プ
第
1
号
店
を

オ
ー
プ
ン
し
、
翌
昭
和
60
年
（

）
に

は
「
ミ
ニ
カ
ッ
プ
」
を
発
売
し
た
。
コ
ク
と
ク

リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
、
豊
か
な
バ
ニ
ラ
の
香
り

は
、
今
も
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
牽

引
す
る
商
品
で
あ
る
。

〔 昭和 30～ 50年代に生まれたロングセラー商品 〕

あずきバー
井村屋

ガリガリ君
赤城乳業

チョコモナカ
森永製菓

雪見だいふく
ロッテアイス
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ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
は
、
昭
和
59
年

（

）
に
販
売
額
が

億
円
を

超
え
、
堅
調
に
拡
大
し
て
い
く
。
夏
に
記
録
的

な
猛
暑
だ
っ
た
平
成
6
年（

）に
は
、

億
円
を
突
破
し
て

億
円

を
記
録
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
、
市
場
は
毎

年
前
年
割
れ
に
陥
り
、
9
年
後
の
平
成
15
年

（

）
に
は

億
円
と
な
り
、

ピ
ー
ク
時
か
ら
約

億
円
縮
小
し
て

し
ま
っ
た
。

堅
調
に
拡
大
し
て
い
た
市
場
が
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
低
迷
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
低
迷
の
要
因
の
ひ
と

つ
に
、
食
品
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
出
現
に
伴
う
小
売
業
の
変
化
が
あ
げ
ら

れ
る
。
特
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
よ
る

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ

た
と
い
え
る
。

昭和49年（1974）東京都江東区にオープンしたセブンイレブン第1号店豊洲店

れ
、
と
に
か
く
多
品
種
を
揃
え
て
、
販
売
拠
点

を
ど
れ
だ
け
多
く
確
保
す
る
の
か
が
、
営
業
戦

略
上
重
要
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
食
品
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
は
、
物
流
と

商
流
の
一
元
化
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
の
中

で
売
れ
筋
商
品
を
品
揃
え
す
る
よ
う
に
な
り
、

1
メ
ー
カ
ー
が
売
場
を
独
占
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
価
格
競
争
が
小

売
店
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
メ
ー
カ
ー
が
商
品
に
定
価
を

設
定
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
、
卸
、
小
売
店
へ
と

店
を
突
破
し
、
菓
子
・
パ
ン
小
売
業
を
超
え
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
店
を
出
す
と
、

周
辺
の
小
売
店
が
10
店
つ
ぶ
れ
る
と
も
い
わ
れ

た
よ
う
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗

増
加
に
よ
り
、
食
料
品
店
も
大
幅
に
減
少
し
、

市
場
が
低
迷
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

市
場
が
拡
大
し
た
平
成
6
年
（

）

頃
ま
で
は
、
ま
だ
絶
対
数
と
し
て
多
く
存
在
し

た
食
料
品
店
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
を
下
支

え
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
減
少
が

進
む
に
従
い
、
そ
れ
ま
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

販
売
し
て
い
た
小
売
店
の
売
上
を
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
が
カ
バ
ー
で
き
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

流
通
の
変
化
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
の

収
益
性
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
収
益
性
の

低
下
に
よ
り
、
積
極
的
な
投
資
が
行
わ
れ
に
く

く
な
っ
た
こ
と
も
、
市
場
低
迷
の
要
因
の
ひ
と

つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

戦
後
か
ら
昭
和
50
年（

）頃
ま
で
、

街
の
食
料
品
店
な
ど
の
軒
先
に
置
か
れ
た

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
、
基
本
的
に
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
貸
与
で
あ
り
、
店
で
は
1
メ
ー
カ
ー
の
商
品

が
独
占
的
に
販
売
さ
れ
る
習
慣
が
続
い
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
消
費
者
の
商
品
選
択
の
幅
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
ー
カ
ー
は
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
商
品
を
品
揃
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

経
済
成
長
が
続
い
て
い
る
時
は
、
ど
の
業
界

も
売
上
げ
至
上
主
義
が
主
流
だ
っ
た
。
経
済
全

体
が
伸
び
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
る
形
で
売
上
げ
が

伸
び
さ
え
す
れ
ば
、
利
益
率
が
低
く
て
も
利
益

額
は
後
か
ら
つ
い
て
き
た
。
同
時
に
競
合
メ
ー

カ
ー
が
存
在
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
シ
ェ
ア
の
争

い
に
な
っ
た
。
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
商
品
が
売
れ
筋
で
あ
る
と
か
、
死
に

筋
で
あ
る
か
と
い
っ
た
商
品
戦
略
の
視
点
が
薄

日
本
で
最
初
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、

昭
和
46
年
（

）
に
開
業
し
た
コ
コ
ス

ト
ア（
現
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）藤
山
台
店（
愛

知
県
春
日
井
市
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
年
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
が
札
幌
市
に
1
号
店
を
開
業

後
、
昭
和
48
年
（

）
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
昭
和
49
年
（

）
に
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
昭
和
50
年
（

）
に

ロ
ー
ソ
ン
と
、
昭
和
40
年
代
の
後
半
か
ら
50
年

に
か
け
て
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
出

店
を
開
始
し
て
い
る
。

街
の
最
寄
り
店
と
し
て
消
費
者
か
ら
支
持
を

得
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
急
速
に
店

舗
数
を
拡
大
し
て
、
昭
和
63
年
（

）

に
は
総
店
舗
数
が
1
万
店
を
突
破
し
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
市
場
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
平
成
6
年

（

）
に
は
2
万

店
に
な
っ

て
い
る
（
日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協

会
）。一

方
、
戦
後
40
万
店
近
く
存
在
し
て
い
た
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販
売
す
る
小
売
店
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
増
加
と
と
も
に
大
き
く

数
を
減
ら
し
て
い
っ
た
。

経
済
産
業
省
の
「
商
業
統
計
」
に
よ
る
と
、

昭
和
57
年
（

）
に
72
万
店
強
を
数
え

た「
飲
食
料
品
小
売
業
」の
事
業
所
数（
店
舗
数
）

は
、
平
成
6
年
（

）
に
は
57
万
店
を

割
り
込
み
、
平
成
14
年
（

）
に
は

46
万
店
と
激
減
し
て
い
る
。

そ
の
内
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
主
要
販
売

チ
ャ
ネ
ル
だ
っ
た
「
菓
子
・
パ
ン
小
売
業
（
製

造
小
売
含
む
）」
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

出
店
拡
大
と
と
も
に
急
激
に
減
少
し
、
昭
和
57

年
（

）
に
17
万
店
を
数
え
て
い
た
も

の
が
、
平
成
6
年
（

）
に
は
11
万

流
通
の
大
変
革
と
競
合
商
品
の
出
現

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
現
と

一
般
小
売
店
の
減
少

店
を
割
り
込
み
、
平
成
14
年
（

）
に

は
7
万
店
と
20
年
間
で
約
10
万
店
減
少
し
た
。

逆
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
増
加
は
著

し
く
、
平
成
8
年
（

）
に
3
万
店
を

超
え
、
平
成
14
年
（

）
に
4
万
店
、

平
成
26
年
（

）
に
は
5
万

流
通
の
変
化
に
伴
う
業
界
の
変
化

Colu
m

n

　食品スーパーなどのチェーンストアで販売されるアイスクリー
ムのマルチパックは、メーカーの希望小売価格が300円だと、
店頭価格は198円で販売されることが多かった。時には178円、
168円という半額に近い値段で売られることもあった。
　アイスクリームは、特売の目玉商品として扱われることが多く
なった。半額近い値段で販売されると、納品価格もそれに応じて
下げざるを得ず、問屋はメーカー出荷価格を下回る価格での納品
も行わざるを得なくなった。メーカーでは問屋に対し、小売業へ
の納品価格とメーカー出荷価格の価格差を埋める「値差補填」を
行うこともあった。アイスクリームの販売店が減少し、市場全体
が尻すぼみになる中で、売上を確保するための苦渋の選択だった。
　しかし、結果的にはこうした商習慣が利益を出しにくい環境を
作りだし、商品開発において、付加価値を付けるのではなく、む
しろ商品にお金をかけない方向に向かってしまった。
　こうした状況から抜け出すのは、平成10年（1998）以降にコ
ンビニエンスストアが一般小売店に代わる売場として確立され、
メーカー各社が価格訴求の激しい売場との取引改善に乗り出すま
で待たなくてはならなかった。

特売価格の価格差を埋める
値差補填

飲食料品小売業店舗数推移　〔 出典：経済産業省商業統計 〕
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〔 出典：経済産業省商業統計、一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会、一般社団法人日本アイスクリーム協会 〕

（金額 :億円）
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
市
場

の
底
上
げ
に
貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
メ
ー
カ
ー
が
取
り
組
ん
で

き
た
流
通
変
化
へ
の
対
応
も
、
低
迷
か
ら
の
脱

却
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

一
般
小
売
店
か
ら
食
品
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
へ

と
販
売
チ
ャ
ネ
ル
が
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い

き
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
も
そ
れ
ま
で
の
問

屋
営
業
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
と
の
直
接
営
業

に
対
応
し
た
体
制
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
た
。

メ
ー
カ
ー
の
営
業
部
門
は
地
域
担
当
だ
け
で

な
く
、
広
域
に
わ
た
る
店
舗
網
に
合
わ
せ
た
営

業
体
制
を
と
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
商
品
開
発
や
販
売
促
進
の
提
案
、
物
流
体

制
の
構
築
な
ど
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
店
舗
網

拡
大
の
た
め
の
要
求
に
対
応
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
過
程
で
、
メ
ー
カ
ー
各
社
が
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
事
業
の
収
益
性
を
高
め
る
努
力

を
行
っ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
は
、
販
売
す
る
商
品
の
選
択
と
集

中
を
進
め
た
。
収
益
性
を
重
視
し
て
、
売
れ
筋

商
品
や
自
社
の
強
み
に
特
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

性
の
高
い
商
品
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
し

い
需
要
に
向
け
た
商
品
開
発
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
売
上
げ
（
シ
ェ
ア
）
よ

り
も
利
益
を
優
先
す
る
戦
略
を
と
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
販
売
経
費
や
物
流
経
費
の
見
直
し

を
行
い
、
生
産
拠
点
の
集
約
化
な
ど
を
図
っ
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
高
め
た
収
益

を
、
付
加
価
値
の
高
い
新
商
品
の
開
発
や
、
需

要
を
高
め
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に

積
極
的
に
投
資
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

付
加
価
値
の
高
い
新
商
品
は
単
価
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
売
上
げ
を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
そ
の

収
益
を
商
品
開
発
に
投
資
し
て
い
く
事
業
構
造

を
構
築
し
て
い
っ
た
。

な
ど
の
商
品
が
発
売
さ
れ
る
な
ど
、
魅
力
あ
る

商
品
が
増
え
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
チ
ル

ド
デ
ザ
ー
ト
や
洋
菓
子
の
商
品
開
発
が
、
平
成

の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
専
門
店
や
百
貨
店
な

ど
で
し
か
購
入
で
き
な
か
っ
た
デ
ザ
ー
ト
が
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
う
身
近
な
売
場

で
豊
富
に
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
と
直
接
的
に
競
合
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
6
年
（

）
を
ピ
ー
ク
に
、
9

年
間
売
上
が
前
年
割
れ
を
記
録
し
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
市
場
は
、
平
成
15
年
（

）
に

底
を
打
ち
、
そ
の
後
順
調
に
成
長
し
て
い
く
。

字
回
復
を
可
能
に
し
た
要
因
に
、
ま
ず

食
品
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
販
売
量
が
伸
び
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
高

単
価
、
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
が
、
結
果
的

に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
単
価
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
進

化
に
よ
り
、
店
頭
で
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
品

質
劣
化
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
の
中
で
陳
列
か
ご
を
使
う
こ
と
に
よ
り

商
品
管
理
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
消
費
者
が

よ
り
お
い
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
口
に
す
る

（

）
頃
に

社
あ
っ
た
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
問
屋
は
、
平
成
20
年

（

）
頃
に
は

社
ま
で
縮
小
し

て
い
る
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
市
場
が
低
迷
し
た
直
接

的
な
要
因
に
、
競
合
商
品
の
出
現
が
あ
る
。

競
合
商
品
の
ひ
と
つ
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
清
涼
飲
料
で
あ

る
。
昭
和
57
年
（

）
に
飲
料
用
に

使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
8
年

（

）
に
は

㎖
以
下
の
小
型
サ

イ
ズ
の
販
売
も
解
禁
さ
れ
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

飲
料
は
携
帯
性
に
優
れ
、
消
費
者
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
飲
み
物
を
飲
め
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
味
の
商
品
も
開
発
さ
れ
て
、
市
場
は

大
き
く
成
長
し
て
い
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
競
合
商
品

は
、
プ
リ
ン
や
ゼ
リ
ー
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
の
チ
ル
ド
デ
ザ
ー

ト
や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど
の

洋
菓
子
で
あ
る
。
食
品
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
温
度
帯
管
理
の
進
歩
や

チ
ル
ド
物
流
網
の
整
備
で
、

メ
ー
カ
ー
各
社
は
商
品
開
発
に

注
力
し
始
め
、
フ
ル
ー
ツ
を

使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
や
ケ
ー
キ
類

つ
な
が
る
商
流
が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
小
売
店
が
価
格
決
定
権
を
持
つ
よ
う
に

な
る
と
、
卸
値
も
下
が
り
、
そ
れ
が
メ
ー
カ
ー

側
の
収
益
も
圧
迫
し
て
い
っ
た
。
利
益
が
出
な

い
と
商
品
開
発
へ
の
投
資
が
難
し
く
な
り
、
思

い
切
っ
た
販
売
促
進
政
策
も
行
え
な
く
な
る
悪

循
環
が
起
こ
っ
た
。
流
通
と
商
流
の
変
化
に
合

わ
せ
て
、
メ
ー
カ
ー
の
体
質
も
変
わ
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
出
現
に
よ
り
、
問
屋

も
、
変
革
を
求
め
ら
れ
た
。
店
舗
網
が
広
域
に

な
り
、
物
流
体
制
と
取
り
扱
い
商
品
も
売
れ
筋

を
す
べ
て
揃
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
専
売
制
の
中
で
、
メ
イ
ン
メ
ー

カ
ー
と
の
取
引
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
問
屋

は
、
常
に
複
数
の
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
が
必
要

に
な
っ
た
。
同
時
に
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
に
対
す

る
帳
合
獲
得
競
争
が
激
化
し
、
昭
和
40
年

拡
げ
て
き
た
大
き
な
要
因
だ
。

そ
の
中
で
、
平
成
20
年（

）に
メ
ー

カ
ー
は
ワ
ン
コ
イ
ン
商
品
の
価
格
改
定
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
原
油
と
穀
物
価
格

の
高
騰
が
あ
っ
た
。
当
時
、
原
油
価
格
は
1
バ

レ
ル
あ
た
り

ド
ル
と
過
去
10
年
間
で

約
5
倍
に
、
穀
物
価
格
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

ド
ル
と
約
2
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
乳
牛
の
飼
料
の
高
騰
を
招
く
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
は
食
品
業
界
全
体
に
通
じ
て

お
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
で
も
原
材
料
費

や
物
流
経
費
の
高
騰
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
食
品
業
界
の
多
く

は
、
価
格
の
引
き
上
げ
を
模
索
し
て
お
り
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
時
、

円
を

円
に
す
る

な
ど
の
価
格
改
定
は
、
す
ん
な
り
と
市
場
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
。

価
格
改
定
が
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ

の
後
の
成
長
に
繋
が
っ
た
の
は
、
各
社
が
価
格

改
定
を
機
に
、
商
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、

円
と
い
う
価
格
に
相
応
し
い
内

容
に
品
質
を
高
め
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

円
以
上
の
価
値
を
消
費
者
が
認
め
、

購
買
を
続
け
る
こ
と
で
商
品
の
回
転
率
が
高
ま

り
、
さ
ら
に
高
品
質
の
商
品
が
売
ら
れ
る
と
い

う
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
こ
り
、
そ
の
後

各
社
の
主
力
商
品
の
多
く
は
、
さ
ら
に
成
長
を

遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
販
売
で
、
価
格
設
定
は

大
き
な
問
題
だ
。
戦
後
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ

が
10
円
で
販
売
さ
れ
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け

て
は
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
を
は
じ
め
と
し
て

円
で
買
え
た
時
代
が
長
く
続
い
た
。

ワ
ン
コ
イ
ン
で
買
え
る
こ
と
が
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
し
て
、
市
場
を

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
店
頭
価
格
の
改
定

アイスクリームの生産金額推移　〔 出典：一般社団法人日本アイスクリーム協会 〕

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
と

チ
ル
ド
デ
ザ
ー
ト
の
市
場
拡
大

Ｖ
字
回
復
に
向
け
た
メ
ー
カ
ー
の
対
応
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4,296
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（金額 :億円）

（年）

食品スーパーのアイスクリーム売場。リーチインショーケースとオープンショーケースで販売

陳列かごを用いたコンビニエンスストアの冷凍ショーケース

競合商品となった
ペットボトル飲料と
チルドデザート
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平型の冷凍ショーケースに扉がなくなり、消費者が商品を手に取
りやすくなった

リーチインショーケース＋
オープンショーケース（平成 10年頃～）

ガラスによる奥開きの扉がつき、開けなくても中
が見えるようになった

奥開きタイプ平型ショーケース
（昭和 35年頃～）

ス
だ
。
同
商
品
の
開
発
背
景
に
は
、
平
成
以
降

急
激
に
広
が
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
普
及

が
あ
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
化
さ
れ
た
こ
と
で
、

清
涼
飲
料
水
は
携
帯
性
と
い
う
新
し
い
機
能
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
で
も
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
商
品
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
飲
む
の
と
同
様
の
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
開
発
さ
れ
た
商

品
で
、
全
く
新
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
市
場

を
作
っ
た
と
い
え
る
。

高
齢
社
会
の
到
来
で
、
大
人
が
食
べ
て
も
満

足
で
き
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
開
発
は
、
メ
ー

カ
ー
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
高
級

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
、
デ
ザ
ー
ト
感
覚
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
開
発
は
そ
の
一
環
だ
。
そ
の
中

で
、
森
永
乳
業
の「

（
パ
ル
ム
）」（
平

成
17
年
（

）
発
売
）
は
、
滑
ら
か
な

口
溶
け
が
楽
し
め
る
大
人
が
満
足
で
き
る
上
質

な
味
わ
い
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
市
場
を
開
拓
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
大
人
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
付
け
た
商
品
も
発
売
さ
れ
た
。
代
表
例
は
、

江
崎
グ
リ
コ
の
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
コ
ー
ン
〈
大

人
の
シ
ョ
コ
ラ
〉」
に
始
ま
る
大
人
シ
リ
ー
ズ

だ
。「
大
人
」
と
い
う
言
葉
に
は
上
質
感
と
本

物
感
が
付
随
す
る
。
こ
れ
ら
に
興
味
を
持
つ
若

年
層
も
、
多
少
価
格
が
高
く
て
も
購
入
す
る
よ

や
し
た
。
味
、
食
感
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
り
、
今
も
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
の
定
番

商
品
で
あ
る
。

新
し
い
飲
食
シ
ー
ン
を
提
案
し
た
飲
む
ア
イ

ス
は
平
成
の
ヒ
ッ
ト
商
品
の
代
表
で
あ
る
。
そ

の
先
が
け
と
な
っ
た
の
は
森
永
製
菓
の
「
ア
イ

ス
ボ
ッ
ク
ス
」（
平
成
元
年（

）発
売
）

だ
。「
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
」
は
氷
菓
だ
が
、
容

器
を
片
手
で
持
っ
て
口
に
流
し
込
ん
だ
り
、
水

を
入
れ
て
清
涼
飲
料
水
の
よ
う
に
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

新
し
い
食
感
で
は
、
ロ
ッ
テ
ア
イ
ス
の「
爽
」

（
平
成
11
年
（

）
発
売
）
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
中
に
氷

の
粒
を
混
ぜ
、
口
の
中
に
入
れ
る
と
そ
の
氷
の

粒
が
溶
け
る
と
い
う
食
感
は
、
そ
れ
ま
で
に
は

な
か
っ
た
商
品
だ
っ
た
。

こ
の
食
感
と
飲
む
機
能
を
両
立
さ
せ
た
の

が
、
ロ
ッ
テ
ア
イ
ス
の
「
ク
ー
リ
ッ
シ
ュ
」（
平

成
15
年
（

）
発
売
）
で
あ
る
。「
ク
ー

リ
ッ
シ
ュ
」
は
、
チ
ア
パ
ッ
ク
と
い
う
容
器
を

採
用
し
て
、
直
接
容
器
か
ら
吸
い
込
め
る
ア
イ

平
成
の
時
代
に
入
っ
て
、
メ
ー
カ
ー
が
開
発

し
新
た
な
需
要
を
生
み
出
し
た
商
品
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
よ
う
。

円
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
で
は
、
蓋
が
メ

ン
コ
の
形
を
し
た
落
と
し
蓋
か
ら
被
せ
蓋
へ
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
落

と
し
蓋
は
、
蓋
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
付
着
し

て
し
ま
う
こ
と
や
密
封
性
に
問
題
が
あ
っ
た
。

被
せ
蓋
は
内
側
に
シ
ー
ル
を
挿
入
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
格
段
に
密
封
性
が
高
い
こ
と
が
、
消

費
者
に
支
持
さ
れ
た
。
平
成
に
入
っ
て
、
食
品

の
品
質
や
安
全
と
い
っ
た
点
で
消
費
者
の
意
識

が
高
く
な
っ
た
こ
と
も
後
押
し
し
た
。

被
せ
蓋
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
カ
ッ
プ
ア
イ

ス
市
場
を
拡
大
し
た
商
品
の
ひ
と
つ
が
明
治
の

「
エ
ッ
セ
ル
ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
」（
平
成
6
年

（

）
発
売
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

㎖
が
主
流
だ
っ
た

円
の
カ
ッ

プ
ア
イ
ス
を
、
容
量
を

㎖
に
ま
で
増

新
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
市
場
創
造

少
子
高
齢
化
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

需
要
創
造
に
向
け
た
商
品
開
発
と

積
極
的
な
設
備
投
資

〔 平成に生まれたヒット商品 〕

爽　
ロッテアイス

アイスボックス　
森永製菓クーリッシュ　

ロッテアイス

パルム　
森永乳業

エッセルスーパーカップ
明治

〔 ショーケースの変遷 〕

アイスクリームショーケースの開発は、日進月歩であった。
当初の開発のポイントは、大容量と冷却機能の向上にあった。
昭和の時代は、メーカーから小売店への貸与が中心だったため、
できるだけ多品種の商品を大量に入れられることが重要だった。
平成の時代に入って、アイスクリームの販売チャネルが一般
小売店から量販店に移行すると、ショーケースの開発ポイント

は販売効率と省エネになった。これは、小売業からの要望によ
るところが大きい。アイスクリーム用に限らず冷凍ショーケー
スは電気代がかかるため、小売業は販売コストを抑えるために
省エネタイプを求めた。現在では、ショーケースメーカーが小
売業者に対して、店舗内の温度管理から店づくり全般までを提
案するケースも多い。

電気で冷やすショーケースが登場。
メーカーが貸与する形で、一般小売店
の軒先に置かれた

電冷ショーケース
（昭和 30年頃～）

戦後のアイスキャンディは、ドライア
イスを使った魔法瓶タイプのストッ
カーで販売されていた

魔法瓶ストッカー
（昭和 20年代前半）

冷気が循環式のため、庫内を－21～ 25℃の均一な温度に保つこ
とができ、霜がつきにくくなったのも特長

コンビニエンストアの
アイスクリーム用ショーケース（平成 20年頃～）

写真提供：サンデン・リテールシステム株式会社

7

21
世
紀
の
新
た
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
時
代
に
向
け
て
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Colu
m

n

アイスクリーム業界が
取り組む衛生管理

HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）とは

私たちが製造するアイスクリームは、おいしく食べられるだけでなく、食中
毒を起こしたり、異物混入でけがをしたりすることがないよう、安全で安心し
て食べられることが求められている。
従来の品質管理では、できあがった製品を抜き取り検査し、その結果で製品
の合否を判定していた。しかし、これでは危険な製品が市場に出て問題を引き
起こす可能性を排除することができない。また、問題があることが分かった段
階で、製品の出荷止めや回収を行うことになり、対策が遅れることにもなる。
ＨＡＣＣＰでは、まず原料の受入から製造、製品出荷まで製造のすべての段
階で、起こる可能性のある微生物汚染や異物混入などの危害を予測。そして、
どのような対策を講じれば安全な製品をつくることができるかを検討し、その
工程(重要管理点：ＣＣＰ)を特定する。これを継続的に監視し、異常があった
らすぐに対策をとることで、不良品の出荷を未然に防ぐことができるのである。

会社名 工場名 所在地 生産開始年 特徴

冨士乳業株式会社 三島工場 静岡県
長泉町 2005年 ISO14001認証工場。FSSC22000の国際認証を取得し、

グローバルな管理体制への対応も行う

ハーゲンダッツ ジャパン株式会社 群馬第三工場 群馬県
高崎市 2006年 日本市場向け商品の開発のために柔軟性を持たせた設備

を導入

オハヨー乳業株式会社 本社第二工場 岡山県
岡山市 2008年 ひとくちタイプのアイスの生産設備を新設。最新の技術

を盛り込んだ設備を配置し、生産の効率化、自動化を推進

赤城乳業株式会社 本庄千本さくら
『5S』工場

埼玉県
本庄市 2010年 製薬会社レベルに近い衛生管理をはじめ、品質管理や環

境対策に最新の設備やシステムを導入

井村屋株式会社 アイスデザート工場 三重県
津市 2011年 安全・安心、シンプル &ローコスト、働きやすさ、環境

配慮、省エネルギーがコンセプト

株式会社明治 関西アイスクリーム工場 大阪府
貝塚市 2011年 年間 5万㎘の生産能力。生産ラインの高能力化や自動化

による省力化を実現

日進乳業株式会社 アルプス工場 長野県
駒ケ根市 2011年 エコアクション認証を受け環境に対してもやさしい工場

づくりを目指す

株式会社やまひろ 群馬工場 群馬県
伊勢崎市 2012年 広島・静岡に続く第 3の拠点として北関東に新設。国際

認証 FSSC2200を取得

横山冷菓株式会社 本社工場 富山県
黒部市 2014年 商品開発、生産能力アップに対応するために新設

B-R サーティワンアイスクリーム
株式会社 神戸三木工場 兵庫県

三木市 2015年 BCP（事業継続計画）への対応と生産供給基盤の強化を
目的に新設

株式会社ロッテ 浦和工場 埼玉県
さいたま市 2015年 都市型工場として騒音対策、排熱利用による省エネ、自

動立体倉庫へ免震装置を採用

江崎グリコ株式会社 グリコ千葉
アイスクリーム株式会社

千葉県
野田市

2017年
（計画）

30年先を見据え、環境配慮、品質・安全の確保、生産性
向上を目指す

ロッテ 浦和工場明治 関西アイスクリーム工場赤城乳業 本庄千本さくら『5S』工場冨士乳業 三島工場

〔 新工場一覧 〕

う
に
な
っ
た
。

カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
し

て
発
売
さ
れ
た
の
が
、
江
崎
グ
リ
コ
の
「
カ
ロ

リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア
イ
ス
」（
平
成
15
年

（

）
発
売
）
で
あ
る
。
1
個
当
た
り

80
㎉
と
従
来
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
約
半
分
の

カ
ロ
リ
ー
と
い
う
商
品
で
あ
る
。

平
成
に
入
り
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
再
編
が
続

い
た
。

平
成
12
年
（

）
に
、
雪
印
乳
業
の

集
団
食
中
毒
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
影
響
で
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
事
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
現

在
は
ロ
ッ
テ
ア
イ
ス
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

平
成
16
年
（

）
に
は
、
カ
ネ
ボ

ウ
グ
ル
ー
プ
が
産
業
再
生
機
構
に
支
援
を
要
請

し
た
こ
と
で
、
カ
ネ
ボ
ウ
フ
ー
ズ
は
平
成
19
年

（

）
に
ク
ラ
シ
エ
フ
ー
ズ
と
社
名
を

変
更
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
期
の
市
場
低
迷
に
よ
り
、
各
メ
ー

カ
ー
で
は
生
産
体
制
の
再
編
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
大
手
メ
ー
カ
ー
は
自
社
工
場
の
生
産

を
増
や
し
、
委
託
生
産
を
縮
小
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
方
中
堅
メ
ー
カ
ー
の
倒
産
も
続
い

た
。市

場
の

字
回
復
後
は
、
新
た
な
事
業
戦

略
の
中
で
、
小
規
模
の
工
場
を
閉
鎖
し
て
、
生

産
規
模
が
大
き
く
効
率
的
な
新
工
場
の
建
設
を

〔 HACCPによる衛生管理の例 〕

受入検査、記録

配合の確認、記録

加熱温度、時間を連続的に監視・記録

温度、オーバーラン、硬さの確認、記録

温度、充填量、形状の確認、記録

感度の確認、記録

温度の確認、記録

温度の確認、記録

出荷

原材料

調合

殺菌・冷却
（重要管理点 :CCP）

フリージング

充填・包装

異物検査

冷凍硬化

保管

進
め
た
。

平
成
17
年
（

）
以
降
の
主
な
新
設

工
場
は
、

30
の
図
表
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
29
年
（

）
に
稼
働
予
定
の
江

崎
グ
リ
コ
の
新
工
場
を
含
め
た
12
の
新
工
場
の

生
産
能
力
は
、
平
成
27
年
（

）
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
全
体
の
生
産
量
の
約
4
割

に
匹
敵
す
る
規
模
と
な
る
。

平
成
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
市
場
の
ト
レ
ン
ド

の
ひ
と
つ
に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
る
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昭
和
49
年

（

）
に
「
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
」
が
日
本
に
上
陸
し
た
こ
と
が
ス
タ
ー

ト
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
59
年

（

）
に
「
ハ
ー
ゲ
ン
ダ
ッ
ツ
」
が
、

昭
和
60
年
（

）
に
「
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
」

が
開
店
し
、
当
時
店
の
前
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
大

き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
平
成
に
入
り
経
済
の
衰
退
と
と
も

に
一
時
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
は
低
迷

し
た
。
外
食
市
場
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
な
ど
が
勃
興

し
て
き
た
時
期
と
も
重
な
る
。

そ
の
中
で
、
最
大
手
の
「
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
は
、
よ
り
集
客
を
図
れ
る
地

方
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
店
を
増

加
さ
せ
る
な
ど
の
戦
略
で
、
着
々
と
業
績
を
あ

げ
て
き
た
。

ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
低
コ
ス
ト
で
運
営
が
で
き
る

地
方
部
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
特
に
〝
自
分
で

搾
乳
し
た
牛
乳
を
、
自
分
で
売
り
た
い
〞
と
い

う
酪
農
家
が
多
く
参
入
し
た
こ
と
で
、
新
し
い

ジ
ェ
ラ
ー
ト
文
化
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
折
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

メ
ー
カ
ー
、
生
産
体
制
の
再
編

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
復
活

に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
販
売
も
容
易
に
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
地
方
発
の
独
特
の
特
色
を

も
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
人
気
と
な
る
な

ど
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
新
し
い
販
売
形
式
も

生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

平
成
17
年
（

）
に
「
コ
ー
ル
ド
ス

ト
ー
ン
」
が
日
本
で
店
舗
展
開
す
る
な
ど
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
再
度
、
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
協
会
に
よ

る
と
、
平
成
26
年
（

）
現
在
で
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
し
て
い
る
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
店
舗
数
は

店
で

売
上
高
は

億
円
で
あ
る
。
平
成
11
年

（

）
の

店
、

億
円

と
比
較
す
る
と
、
約
2
・
5
倍
と
大
き
く
伸
張

し
て
い
る
。
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製造機器の 種類と変遷

フリーザーから出てき
たアイスをホッパーの
先についたゴム管を手
で開閉して充填する

手動式充填
（1931年頃）

カップ、コーン、モナ
カなどに対応できる

万能充填機
愛産製作所　JFM
（2013年頃）

カップ、コーンなどに
対応できる

万能充填機
日世メリーランドFEF３A型
（2015年頃）

アイスクリームの充填機は、カップ、コーン、モナカ、サンドアイスなど、さまざまな
タイプの商品に対応し、進化してきた。また、洗浄性を上げて衛生品質を向上させたほ
か、異物混入を防いで安全性を高めてきた歴史でもある。

アイスクリーム充填機

商品の多様化と
衛生面の向上

アイスクリームフリーザーは、「ポットフリーザー（手回し式～電動式）」から、これ
らを機械化した「バッチ式フリーザー」、そして「連続式フリーザー」に進化した。さ
らに温度や硬さ、組織、流量などを自動制御する「全自動フリーザー」へと進化してい
く。最初は塩水だった冷媒は、アンモニアそしてフロンに移行した。現在では環境問題
から、代替フロンや炭酸ガス、以前のアンモニアなどが使われている。

アイスクリーム
フリーザー

冷凍能力と機能性向上

バッチ式
フリーザー
植田鉄工
（1937年頃）

全自動式
フリーザー
グラムエクイップメント社
WS型
（1992年頃）

ボグトインスタント
フリーザー
チェリーバレル社
（1960年頃）

ポットフリーザー

電動式
（1920年頃）

手回し式（レプリカ）

モールドに冷媒をかけ流す方式を
採用し、冷却効率を上げている。
飛躍的に生産能力が高まった

バーマシン（高能力機）
グラムエクイップメント社バーサライン
（1999年頃）

トレートンネルライン
グラムエクイップメント社
グレイシアエクストルーダー
（1999年頃）
急速硬化トンネルを通るトレーにフリーザー
から出てきたアイスを直接充填し、硬化する
方式。スティックタイプ以外にコーンやケー
キタイプの製品を作ることができる

バー製品製造機の変遷は、製造能力を高める歴史である。昭和30年に協同乳業がデン
マークから最初に導入したロータリー式バーマシンは、1時間当たり3,000～3,500本
だった。現在の設備では最大で20,000～30,000本と約7倍近い能力となっている。

バー製品製造機

製造能力アップ

昭和30年に協同乳業がデンマー
クより導入してアイスクリーム
バーを生産

バーマシン
（ロータリー式）
グラムエクイップメント社
（1960年頃）

バーマシン (直進式）
イズミフードマシナリ　
Vライン 3S
（2012年頃）
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